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『
愛
宕
百
韻
』
の
注
解
と
再
検
討
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勝 

郭　
　
　

　

『
愛
宕
百
韻
』
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
潮
日
本
古
典
集
成　

連
歌
集
』
に
お
い
て
、
島
津
忠
夫
氏
に
よ
る
注
解
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
以
後
の
連
歌
研

究
の
進
展
の
結
果
と
し
て
、
今
日
で
は
不
十
分
な
所
の
多
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

が
、
歴
史
関
係
等
、
連
歌
に
親
し
み
の
な
い
人
の
間
に
間
違
っ
た
解
釈
が
流
布
す
る
状
況

を
齎
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
に
対
し
、
今
日
の
研
究
レ
ベ
ル
に
則
し
た
新
た
な
注
解

を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
能
寺
の
変
に
先
立
っ
て
、
天
正
十
年
五
月
、
愛
宕
山
威
徳
院
に
お
い
て
明
智
光
秀
が
張
行
し
た

連
歌
、
い
わ
ゆ
る
『
愛
宕
百
韻
』
は
、
今
日
で
は
、
多
分
、
あ
ら
ゆ
る
連
歌
作
品
中
、
最
も
よ
く
世

に
知
ら
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
本
稿
の
目
的
は
右
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
当
該

の
作
品
に
は
二
つ
の
大
き
な
問
題
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
一
般

に
通
用
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

一
つ
は
発
句
の
本
文
の
問
題
で
あ
る
。
「
時
は
今
天
が
下
し
る
五
月
か
な
」
の
形
が
広
く
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
続
群
書
類
従
本
、
京
都
大
学
平
松
文
庫
本
な
ど
は
、
中
七
字
が
「
天
が
下
な
る
」
の

形
で
あ
る
。
「
し
る
」
と
「
な
る
」
と
、
一
字
の
違
い
で
し
か
な
い
が
、
内
容
的
に
は
大
差
で
あ
る
。

何
故
「
な
る
」
の
形
が
、
検
証
さ
れ
る
こ
と
な
く
斥
け
ら
れ
る
の
か
。
当
該
の
連
歌
が
、
本
能
寺
の

変
に
先
立
ち
、
光
秀
が
自
ら
の
決
意
を
披
瀝
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
固
定
観
念
が
あ
る
た
め
で
は

あ
る
ま
い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
張
行
日
の
問
題
で
あ
る
。
『
惟
任
謀
反
記
』
『
信
長
公
記
』
以
下
、
諸
々
の
編
纂
さ

れ
た
史
書
の
類
は
一
致
し
て
「
五
月
二
十
八
日
」
と
す
る
が
、
一
次
史
料
と
も
い
う
べ
き
百
韻
そ
れ

自
体
の
写
本
の
日
付
に
「
五
月
二
十
八
日
」
と
あ
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
続
群
書
類
従
本
と
国
立

国
会
図
書
館
本
は
「
五
月
二
十
七
日
」
、
そ
れ
以
外
の
写
本
は
、
私
の
見
た
限
り
「
五
月
二
十
四
日
」

で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

以
下
、
私
見
を
述
べ
る
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
ま
ず
、
発
句
の
本
文
は
「
天
が
下
な
る
」
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
考
え
る
根
拠
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
注
１
）
。

① 

も
し
発
句
が
「
天
が
下
し
る
」
の
形
で
あ
っ
た
な
ら
、
信
長
に
代
わ
っ
て
天
下
人
た
ろ
う
と
す
る

光
秀
の
意
思
は
、
そ
の
披
露
の
瞬
間
に
、
一
座
の
全
員
に
共
有
さ
れ
る
（
絶
対
！
）
。
し
か
る
に
、

光
秀
が
明
智
左
馬
助
以
下
の
一
族
・
重
臣
に
本
能
寺
襲
撃
の
意
思
を
打
ち
明
け
た
の
は
六
月
一
日

夜
と
の
こ
と
で
あ
る
（
注
２
）
。
運
命
を
共
に
す
る
一
族
・
重
臣
よ
り
も
先
に
、
そ
の
日
に
も
京

に
戻
る
連
歌
師
連
中
に
一
世
一
代
の
決
意
を
明
か
す
と
い
う
こ
と
は
、
常
識
と
し
て
有
り
得
ま
い
。

帰
京
後
、
一
人
で
も
そ
の
こ
と
を
そ
の
筋
に
漏
ら
せ
ば
、
一
切
は
瓦
解
す
る
。
そ
の
秘
密
の
保
持

を
、
彼
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
。
独
吟
に
す
れ
ば
、
そ
の
点
で
の
危
惧
は
な
い
の
に
、
彼
は

何
故
そ
う
し
な
か
っ
た
の
か
、
納
得
で
き
る
説
明
を
聞
か
な
い
。

② 

事
件
後
、
一
座
し
た
連
歌
師
た
ち
は
、
誰
も
罰
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
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い
の
か
。
『
常
山
紀
談
』
な
ど
に
見
え
る
、
紹
巴
が
、
懐
紙
に
「
し
」
と
あ
っ
た
の
を
削
っ
て
、

そ
の
上
に
ま
た
「
し
」
と
書
い
て
、
自
分
が
一
座
し
た
連
歌
の
場
で
は
「
な
」
で
あ
っ
た
と
言
い

逃
れ
し
た
な
ど
と
い
う
話
を
信
じ
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
れ
よ
り
、
最
初
か
ら
「
天
が
下
な
る
」
の

形
で
あ
っ
た
の
で
、
問
題
と
は
な
る
は
ず
が
な
か
っ
た
と
考
え
る
方
が
、
余
程
自
然
で
あ
ろ
う
。

③ 

変
の
当
日
、
紹
巴
は
、
二
条
新
御
所
か
ら
本
御
所
に
徒
歩
（
明
智
方
か
ら
、
馬
や
駕
籠
の
使
用
を

禁
止
さ
れ
た
）
で
脱
出
中
の
誠
仁
親
王
御
一
家
を
た
ま
た
ま
新
在
家
付
近
で
目
撃
し
、
「
荷
輿
」

を
手
配
し
て
そ
れ
に
お
乗
せ
し
た
と
い
う
記
事
が
見
え
る
（
兼
見
卿
記
・
別
本
）
。
皇
族
に
対
す

る
彼
の
尊
崇
の
念
の
並
々
で
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
記
事
で
あ
る
が
、
親
王
の
住
ま
わ
れ
て
い
た

二
条
新
御
所
は
、
信
忠
の
宿
所
で
あ
っ
た
妙
覚
寺
に
隣
接
し
て
い
た
。
光
秀
の
企
図
が
実
行
さ
れ

る
と
、
現
実
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
混
乱
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
は
必
至
で
あ
る
（
人
質

と
さ
れ
る
可
能
性
す
ら
あ
っ
た
）
。
も
し
、
紹
巴
が
光
秀
の
謀
反
を
予
期
し
て
い
た
の
な
ら
、
彼
は
、

何
故
、
事
前
に
親
王
に
避
難
の
警
告
（
こ
れ
は
、
そ
の
筋
へ
の
密
告
と
は
性
質
が
異
な
る
）
を
し

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
も
変
を
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
、
や
は
り
自
然
で

あ
ろ
う
。

④ 

現
在
流
布
し
て
い
る
『
信
長
公
記
』で
は
、
当
該
句
は
「
天
が
下
し
る
」
の
形
で
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
池
田
家
本
『
信
長
記
』
で
は
「
天
が
下
な
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
池
田
家
本
『
信
長
記
』
は
、

慶
長
十
五
年
、
八
十
四
歳
の
時
の
太
田
牛
一
の
自
筆
本
で
あ
る
が
、
以
後
も
、
著
者
が
手
元
に
置

き
随
時
修
正
を
加
え
た
本
で
あ
る
こ
と
は
、
現
存
の
様
態
か
ら
見
て
も
ま
ず
確
か
な
こ
と
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
光
秀
が
「
愛
宕
百
韻
」
に
お
い
て
謀
反
の
決
意
を
披
瀝
し
た
と
い

う
現
在
の
通
説
は
、『
信
長
公
記
』
の
著
者
が
、
最
終
的
に
誤
り
で
あ
る
と
考
え
た
本
文
に
則
っ
た
、

い
わ
ば
誤
謬
の
上
に
築
か
れ
た
説
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑤ 

近
年
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
五
月
二
十
八
日
付
福
屋
隆
兼
宛
光
秀
書
簡
写
」
に
拠
れ
ば
、

ま
だ
そ
の
時
点
で
は
、
光
秀
は
山
陰
方
面
へ
出
陣
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
（
注

３
）
。

⑥ 

光
秀
の
決
断
は
、
信
長
が
本
能
寺
に
宿
泊
し
、
か
つ
、
引
率
の
人
数
が
少
数
で
あ
る
こ
と
を
、
彼

自
身
が
確
信
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
る
。
し
か
る
に
、
信
長
が
実
際
に
本

能
寺
に
入
る
の
は
、
五
月
二
十
九
日
の
申
刻
以
後
の
こ
と
で
あ
る
（
兼
見
卿
記
）
。
信
長
の
行
動

は
時
に
気
ま
ぐ
れ
で
あ
り
予
測
し
が
た
い
。
こ
の
度
の
上
洛
の
場
合
も
、
信
忠
は
、
五
月
二
十
七

日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
父
が
「
一
両
日
中
」
に
上
洛
す
る
こ
と
を
知
り
、
堺
へ
行
く
予
定
を
急
遽

変
更
し
て
い
る
（
五
月
二
十
七
日
付
森
乱
宛
織
田
信
忠
書
状
）
。
五
月
二
十
七
日
の
時
点
で
、
京

に
い
た
長
男
・
信
忠
す
ら
ま
だ
信
長
上
洛
の
正
確
な
日
時
を
知
ら
な
い
。
ま
し
て
、
そ
の
日
か
ら

二
十
八
日
に
か
け
て
愛
宕
山
に
参
籠
し
て
い
た
光
秀
が
、
そ
の
間
、
信
長
の
正
確
な
動
静
を
知
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
（
注
４
）
。

　

次
に
、
張
行
日
に
つ
い
て
は
、
候
補
は
五
月
二
十
四
日
、
同
二
十
七
日
、
二
十
八
日
の
三
つ
で
あ

る
が
、
光
秀
は
五
月
二
十
六
日
に
坂
本
を
出
発
し
、
亀
山
に
入
城
し
た
と
す
る
の
が
通
説
（
信
長
公
記
）

で
、
そ
れ
を
否
定
す
る
説
を
知
ら
な
い
。
そ
れ
に
従
う
限
り
、
五
月
二
十
四
日
と
す
る
説
は
可
能
性

が
乏
し
い
（
注
５
）
。
残
る
の
は
二
十
七
日
と
二
十
八
日
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
私
が
注
目
す
る
の
は
、

五
月
二
十
七
日
、
光
秀
の
み
な
ら
ず
紹
巴
等
の
連
歌
師
た
ち
も
す
で
に
愛
宕
山
に
来
て
お
り
、
当
該

百
韻
の
発
句
以
下
一
巡
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
詠
ま
れ
た
と
す
る
『
林
鐘
談
』
の
記
述
で
あ
る
。
『
林

鐘
談
』
は
、
そ
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
事
実
と
受
け
取
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
レ
ベ
ル
の
史
料
で
し

か
な
い
が
、
そ
こ
に
事
実
の
痕
跡
ぐ
ら
い
は
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
で

は
あ
る
ま
い
。
も
し
そ
う
な
ら
、
当
該
の
連
歌
が
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
作
ら
れ
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
と
私
は
思
う
の
で
あ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
俳
諧
で
も
、
歌
仙
な
ど
が

二
日
乃
至
そ
れ
以
上
に
亘
っ
て
詠
み
継
が
れ
る
こ
と
は
、
よ
く
あ
る
事
象
で
あ
る
（
例
え
ば
『
曽
良

随
行
日
記
』
の
記
事
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
当
該
百
韻
に
つ
い
て
い
う
と
、
始
行
は
二
十
七
日
。
従
っ

て
、
端
作
の
日
付
は
天
正
十
年
五
月
二
十
七
日
と
な
り
、
翌
日
、
百
韻
が
詠
了
の
後
、
懐
紙
を
奉
納
、

そ
れ
を
以
っ
て
、
『
信
長
公
記
』
等
は
、
こ
の
百
韻
を
二
十
八
日
の
も
の
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
仮
定
の
上
に
仮
定
を
重
ね
た
も
の
で
し
か
な
い
が
、
そ
れ
を
私
の
説
と
し
た
い
。

注 

１
：
『
愛
宕
百
韻
』
に
つ
い
て
は
、
『
連
歌
概
説
』
（
一
九
三
七
年
）
以
来
、
多
く
の
連
歌
研
究
者

の
言
及
す
る
所
で
あ
る
が
、
強
く
「
天
が
下
な
る
」
を
支
持
す
る
意
見
を
知
ら
な
い
。
た
だ
し
、

歴
史
の
方
面
で
は
、
古
く
桑
田
忠
親
氏
が
唱
え
（
一
九
七
三
年
『
明
智
光
秀
』
）
、
近
年
で
は
明
智

憲
三
郎
氏
の
ネ
ッ
ト
上
等
で
の
精
力
的
な
活
動
が
あ
る
。
更
に
、
明
智
氏
は
、
「
天
が
下
し
る
」

の
テ
キ
ス
ト
は
、
大
村
由
己
の
改
竄
に
因
る
も
の
と
主
張
さ
れ
る
。
私
も
、
そ
の
説
を
是
と
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
発
句
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
氏
と
見
解
を
異
に
す
る
。

注 

２
：
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
信
長
公
記
』
、
『
川
角
太
閤
記
』
、
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
、
全
て
一

致
し
て
い
る
。
三
点
と
も
二
次
的
史
料
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
否
定
す
る
一
次
史
料
も
な
い
。

注 

３
：
た
だ
し
、
藤
田
達
生
氏
『
証
言　

本
能
寺
の
変
』
（
二
〇
一
〇
年
）
で
は
、
当
該
書
簡
に
対

す
る
疑
問
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
氏
の
疑
問
は
、
そ
の
書
簡
中
に
「
委
曲
山
田
喜
兵
衛
自
可
有
演

説
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
田
喜
兵
衛
自
身
が
そ
の
書
簡
の
持
参
者
と
し
て
福
屋
隆
兼
の
所
へ

向
か
っ
た
と
考
え
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
「
別
途
、
山
田
喜
兵
衛
を
派
遣
す
る
つ
も
り

な
の
で
、
詳
し
く
は
」
云
々
と
い
う
意
味
に
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
、
山
田
喜
兵
衛
の
名
が
「
天
正
十
年
六
月
二
日
付
西
尾
光
教
宛
書
簡
」
に
出
て
い
る

こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。
む
し
ろ
、
予
定
さ
れ
て
い
た
派
遣
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

事
件
の
突
発
的
だ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
事
象
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
な
お
、
藤
田
氏
の
疑
問
が
正
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
①
～
⑥
と
し
て
列
挙
し
た
理

由
の
一
つ
が
無
効
と
な
る
だ
け
の
こ
と
で
、
私
の
結
論
は
変
わ
ら
な
い
。

注 

４
：
こ
こ
で
私
が
気
に
な
る
の
は
、
『
川
角
太
閤
記
』
に
「
六
月
朔
日
、
申
刻
計
り
に
、
家
中
の

物
が
し
ら
に
申
し
出
で
し
に
は
、
京
都
、
森
お
乱
所
よ
り
、
上
様
御
諚
に
は
、
中
国
へ
の
陣
、
用

意
出
で
来
候
は
ば
、
人
数
の
た
き
つ
き
、
家
中
の
馬
ど
も
様
子
御
覧
な
さ
る
べ
く
候
ふ
間
、
早
々

人
数
召
し
連
れ
ら
れ
、
罷
り
上
り
候
へ
と
、
お
乱
所
よ
り
、
飛
脚
到
来
候
ふ
間
」
云
々
と
あ
る
こ
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と
で
あ
る
。
森
お
乱
（
蘭
丸
）
か
ら
飛
脚
が
あ
っ
て
云
々
の
台
詞
は
、
従
来
、
兵
を
京
都
に
向
か

わ
せ
る
際
の
口
実
と
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
に
拠
っ
て
、
光
秀
は
、
信
長
が
殆
ど
無
警
戒
な
状
態
で
本
能
寺
に
宿
泊
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

決
断
し
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
多
分
二
十
九
日
夜
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

た
だ
し
、
所
詮
、
私
の
憶
測
の
一
つ
で
あ
る
。

注 

５
：
五
月
十
八
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
間
の
光
秀
の
動
静
を
示
す
一
次
史
料
は
な
い
。
し
か

し
、
二
十
四
日
に
愛
宕
山
で
連
歌
を
詠
ん
で
、
一
旦
、
坂
本
（
京
都
の
可
能
性
も
あ
り
）
へ
戻
り
、

二
十
六
日
に
ま
た
亀
山
に
赴
く
と
い
う
の
は
、
か
な
り
不
自
然
な
コ
ー
ス
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ

る
。

　

以
下
、『
愛
宕
百
韻
』
の
本
文
は
、
続
群
書
類
従
本
を
基
礎
と
し
、
他
本
と
校
合
し
て
、
仕
立
・
付
合
・

去
嫌
の
面
で
も
っ
と
も
問
題
が
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
設
定
し
て
用
い
た
。
た
だ
し
、
紙
幅
の
都

合
上
、
そ
の
設
定
の
過
程
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
寄
合
の

指
摘
も
連
歌
の
注
解
で
は
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
必
要
最
小
限
と
し
た
。
了
解
さ
れ
た
い
。
去
嫌

に
つ
い
て
は
、
末
尾
に
一
覧
表
の
形
で
示
す
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
連
歌
去
嫌

の
総
合
的
再
検
討
」
（
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
「
研
究
紀
要
」
第
五
二
号
）
を
参
照
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ネ
ッ
ト
上
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
覧
表
の
「
凡
例
」
も
、
そ
こ
に
譲
る
。

　
　
　
　
　
　

賦
何
人
連
歌

　
　
　

01　

時
は
今
天
が
下
な
る
五
月
か
な　
　
　
　
　
　

光
秀

《
解
釈
》
今
、
こ
の
時
節
は
、
地
上
の
全
て
の
も
の
が
、
天
か
ら
降
る
雨
に
覆
わ
れ
る
五
月
な
の
だ
。

※ 

こ
の
作
品
の
張
行
の
企
図
は
、
光
秀
が
信
長
か
ら
命
じ
ら
れ
た
西
国
出
兵
の
任
務
成
就
の
祈
願
。

「
天
が
下
な
る
」
と
い
う
表
現
の
中
に
、
地
上
の
全
て
の
も
の
が
雨
に
降
り
覆
わ
れ
る
ご
と
く
に

国
土
が
一
天
の
下
に
ま
と
ま
る
よ
う
に
と
の
予
祝
を
込
め
る
。
決
し
て
、
単
純
な
叙
景
の
句
で
は

な
い
。

※ 

賦
物
は
「
何
人
」
、
句
中
の
「
天
」
に
よ
っ
て
「
天
人
」
と
賦
さ
れ
る
。
諸
本
、
賦
物
を
記
さ
な

い
も
の
が
多
い
が
、
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』
（
以
下
『
集
成
』
と
略
）
に
拠
っ
て
補
う
。

※ 

「
時
は
今
」
は
、
中
七
字
が
「
天
が
下
し
る
」
で
あ
れ
ば
、
「
時
」
に
「
土
岐
」
が
掛
け
ら
れ
て

い
る
と
し
な
け
れ
ば
解
釈
が
で
き
な
い
が
、
「
天
が
下
な
る
」
で
は
、
普
通
に
「
今
こ
の
時
は
」

で
可
。

※ 

「
天
が
下
」
は
「
天
下
」
の
訓
読
語
で
「
地
上
」
に
対
応
す
る
表
現
。
天
の
下
に
あ
る
全
て
の
も

の
、
即
ち
、
地
上
の
全
て
の
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
天
」
に
「
雨
」
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、

「
天
か
ら
降
る
雨
の
下
に
あ
る
全
て
も
の
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

※ 

作
者
・
光
秀
は
、
惟
任
（
明
智
）
日
向
守
光
秀
。
土
岐
氏
の
末
流
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
近
年
異
説

も
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
連
歌
を
好
ん
だ
こ
と
は
、
『
五
吟
一
日
千
句
』
な
ど
、
か
な
り
多
く
の
作

品
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
知
れ
る
。
出
句
数
十
五
句
。

　
　
　
　
　
　

時
は
今
天
が
下
な
る
五
月
か
な

　
　
　

02　

水
上
ま
さ
る
庭
の
な
つ
山　
　
　
　
　
　
　
　

行
祐

《
解 

釈
》
今
、
こ
の
時
節
は
、
地
上
の
全
て
の
も
の
が
、
天
か
ら
降
る
雨
に
覆
わ
れ
る
五
月
な
の
だ
。

こ
の
庭
に
導
か
れ
た
流
れ
の
水
位
も
高
く
な
り
、
眺
め
ら
れ
る
周
囲
の
山
々
も
、
夏
ら
し
く
緑

が
深
い
。

※ 

『
信
長
公
記
』
の
流
布
本
は
、
下
七
字
を
「
庭
の
ま
つ
山
」
と
す
る
。
発
句
と
脇
は
同
季
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
は
無
季
と
な
っ
て
し
ま
い
明
白
に
不
可
。
池
田
家
本
『
信
長
記
』
は
、

ち
ゃ
ん
と
「
庭
の
な
つ
山
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

※ 

作
者
・
行
祐
は
、
張
行
場
所
で
あ
る
愛
宕
山
威
徳
院
西
之
坊
の
主
。
生
没
年
等
不
詳
。
「
発
句
客
人
、

脇
亭
主
、
第
三
宗
匠
」
の
作
法
に
従
っ
て
、
脇
を
詠
む
。
十
一
句
。
神
仏
習
合
の
愛
宕
権
現
の
祭

神
・
太
郎
坊
の
本
地
仏
は
勝
軍
地
蔵
で
、
甲
冑
を
纏
い
、
騎
馬
し
た
地
蔵
菩
薩
の
姿
で
あ
る
。
戦

勝
祈
願
の
連
歌
の
場
に
い
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
。

　
　
　
　
　
　

水
上
ま
さ
る
庭
の
な
つ
山

　
　
　

03　

花
落
つ
る
池
の
流
れ
を
せ
き
と
め
て　
　
　
　

紹
巴

《
解 

釈
》
桜
花
が
散
り
落
ち
る
庭
の
池
、
一
斉
に
散
っ
た
花
弁
が
柵
と
な
っ
て
流
れ
を
堰
き
と
め
る
と
、

次
第
に
上
流
の
池
の
水
位
が
上
昇
す
る
。
眺
め
ら
れ
る
周
囲
の
山
々
も
、
い
か
に
も
夏
ら
し
く

緑
が
深
い
。

※ 

水
に
落
ち
た
花
弁
が
柵
と
な
っ
て
、
流
れ
を
堰
く
と
い
う
発
想
は
、
「
池
に
桜
の
散
る
を
見
て

よ
み
侍
り
け
る
：
桜
散
る
水
の
面
に
は
堰
き
と
む
る
花
の
柵
か
く
べ
か
り
け
り
」
（
千
載
・
二
‐

九
九
、
能
因
法
師
）
な
ど
、
数
多
い
伝
統
的
な
も
の
で
あ
る
。

※ 

作
者
・
紹
巴
は
、
句
境
の
変
化
を
重
視
す
る
新
風
連
歌
を
確
立
し
た
当
時
の
連
歌
の
第
一
人
者
。

こ
の
座
の
宗
匠
を
務
め
る
。
十
八
句
。
慶
長
七
年
没
、
七
九
歳
（
実
際
は
七
八
歳
と
す
る
説
あ
り
）
。

　
　
　
　
　
　

花
落
つ
る
池
の
流
れ
を
せ
き
と
め
て

　
　
　

04　

風
に
霞
を
吹
き
お
く
る
暮　
　
　
　
　
　
　
　

宥
源

《
解 

釈
》
晩
春
の
夕
暮
、
風
に
散
ら
さ
れ
た
花
弁
が
池
の
面
に
落
ち
、
柵
を
な
っ
て
流
れ
を
堰
き
と

め
て
い
る
が
ご
と
く
で
あ
る
。
霞
も
、
風
に
送
ら
れ
て
ど
こ
か
へ
消
え
て
し
ま
っ
た
。

※ 

前
句
の
「
花
落
つ
る
」
を
「
風
」
で
理
由
付
け
た
付
合
で
あ
る
。

※ 

作
者
・
宥
源
は
、
愛
宕
山
大
善
院
上
之
坊
の
僧
。
十
一
句
。
生
没
年
等
不
詳
。

　
　
　
　
　
　

風
に
霞
を
吹
き
お
く
る
暮

　
　
　

05　

春
も
な
ほ
鐘
の
響
や
冴
え
ぬ
ら
む　
　
　
　
　

昌
叱

《
解 

釈
》
春
と
な
っ
た
が
、
時
に
ま
だ
寒
さ
の
厳
し
い
日
が
あ
る
。
夕
方
か
ら
風
が
吹
き
は
じ
め
、

霞
も
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
入
相
の
鐘
の
響
き
も
冴
え
冴
え
と
し
て
い
る
。

※ 

作
者
・
昌
叱
は
紹
巴
一
門
の
連
歌
師
。
当
時
、
紹
巴
に
次
ぐ
存
在
で
あ
っ
た
。
一
六
句
。
慶
長
八

年
没
、
六
五
歳
。
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春
も
な
ほ
鐘
の
響
や
冴
え
ぬ
ら
む

　
　
　

06　

片
し
く
袖
は
有
明
の
霜　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
前

《
解 
釈
》
旅
で
の
野
宿
。
明
方
、
鐘
の
音
に
目
を
覚
ま
す
。
春
は
ま
だ
浅
く
、
響
き
も
冴
え
冴
え
と

し
て
い
る
。
片
敷
く
袖
が
白
く
見
え
る
の
は
、
霜
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
有
明
の
月
の
光
が
、
私

の
こ
ぼ
し
た
涙
に
映
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

※
先
の
付
合
は
夕
時
分
の
情
景
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
付
合
で
は
、
明
方
の
こ
と
と
な
る
。

※ 

「
鐘
」
と
「
霜
」
と
が
寄
合
。
「
高
砂
の
尾
上
の
鐘
の
音
す
な
り
暁
か
け
て
霜
や
お
く
ら
む
」
（
千

載
・
六
‐
三
九
八
、
前
中
納
言
匡
房
）
。
「
霜
の
鐘
」
の
故
事
で
あ
る
。

※
作
者
・
心
前
は
紹
巴
一
門
の
連
歌
師
。
一
五
句
。
天
正
一
六
年
没
（
異
説
あ
り
）
、
五
三
歳
か
。

　
　
　
　
　
　

片
し
く
袖
は
有
明
の
霜

　
　
　

07　

末
枯
れ
に
な
り
ぬ
る
草
の
枕
し
て　
　
　
　
　

兼
如

《
解 

釈
》
晩
秋
の
旅
の
野
宿
。
周
囲
の
草
は
も
う
末
枯
れ
と
な
っ
て
い
る
。
片
敷
く
袖
が
白
く
見
え

る
の
は
、
霜
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
有
明
の
月
の
光
が
、
私
の
こ
ぼ
し
た
涙
に
映
じ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

※ 

作
者
・
兼
如
は
猪
苗
代
家
の
連
歌
師
。
一
二
句
。
後
、
仙
台
の
伊
達
家
に
仕
え
、
慶
長
十
四
年
ま

で
の
作
品
が
残
る
。

　
　
　
　
　
　

末
枯
れ
に
な
り
ぬ
る
草
の
枕
し
て

　
　
　

08　

聞
き
な
れ
に
た
る
野
辺
の
松
虫　
　
　
　
　
　

行
澄

《
解 

釈
》
あ
た
り
の
草
が
末
枯
れ
に
な
っ
た
野
辺
に
一
夜
を
過
ご
す
。
松
虫
の
鳴
く
音
が
聞
こ
え
る
が
、

そ
れ
も
も
う
耳
慣
れ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

※ 

作
者
・
行
澄
は
、
大
阪
天
満
宮
蔵
の
一
本
に
「
東
六
郎
兵
衛
」
と
注
記
さ
れ
る
。
美
濃
の
名
家
・

東
氏
の
一
族
か
。
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
光
秀
の
家
臣
で
、
山
崎
の
合
戦
で
戦
死
と
あ
る
が
、
真
偽
は

不
明
。
出
句
は
こ
の
一
句
の
み
。
執
筆
を
務
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

聞
き
な
れ
に
た
る
野
辺
の
松
虫

　
　
　

09　

秋
は
た
ゞ
涼
し
き
か
た
に
行
き
か
へ
り　
　
　

行
祐

《
解 

釈
》
秋
と
な
っ
た
が
、
残
暑
は
ま
だ
厳
し
い
。
何
日
か
、
涼
を
求
め
て
野
辺
に
行
き
か
え
り
す

る
う
ち
に
、
松
虫
の
声
も
、
次
第
に
耳
慣
れ
た
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

秋
は
た
ゞ
涼
し
き
か
た
に
行
き
か
へ
り

　
　
　

10　

尾
上
の
朝
け
夕
暮
の
空　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
秀

《
解 

釈
》
秋
と
な
っ
た
が
、
残
暑
は
ま
だ
厳
し
い
。
こ
こ
数
日
は
、
色
づ
き
は
じ
め
た
尾
上
の
朝
時

分
や
夕
暮
時
の
空
の
景
色
な
ど
を
眺
め
つ
つ
、
涼
を
求
め
て
行
き
か
え
り
し
て
過
ご
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

尾
上
の
朝
け
夕
暮
の
空

　
　
　

11　

た
ち
つ
ゞ
く
松
の
梢
や
深
か
ら
む　
　
　
　
　

宥
源

《
解 

釈
》
朝
夕
の
尾
上
の
上
空
の
景
色
を
眺
め
る
。
松
は
、
木
深
く
立
ち
つ
づ
い
て
い
る
。

※ 

「
尾
上
」
と
「
松
」
と
が
寄
合
。
「
か
く
し
つ
ゝ
世
を
や
尽
く
さ
む
高
砂
の
尾
上
に
立
て
る
松
な

ら
な
く
に
」
（
古
今
・
一
七
‐
九
〇
八
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
な
ど
。

　
　
　
　
　
　

た
ち
つ
ゞ
く
松
の
梢
や
深
か
ら
む

　
　
　

12　

波
の
ま
が
ひ
の
入
海
の
里　
　
　
　
　
　
　
　

紹
巴

《
解
釈
》
松
が
木
深
く
立
ち
つ
づ
く
入
海
。
海
士
の
住
む
里
が
波
の
む
こ
う
に
ち
ら
ち
ら
と
見
え
る
。

※ 

「
波
の
ま
が
ひ
」
は
、
波
の
向
こ
う
に
ち
ら
ち
ら
と
見
え
る
こ
と
。
「
寄
せ
か
へ
る
波
の
ま
が
ひ

に
飛
ぶ
蛍
」
（
慶
長
三
年
十
二
月
二
十
一
日
「
懐
旧
」
一
五
）
の
例
が
分
か
り
や
す
い
。

　
　
　
　
　
　

波
の
ま
が
ひ
の
入
海
の
里

　
　
　

13　

漕
ぎ
か
へ
る
蜑
の
小
船
の
あ
と
遠
み　
　
　
　

心
前

《
解 

釈
》
海
士
の
小
船
が
漁
を
終
え
て
航
跡
を
長
く
引
き
つ
つ
帰
っ
て
ゆ
く
。
帰
る
べ
き
入
江
の
里
は
、

波
の
向
こ
う
に
ち
ら
ち
ら
と
見
わ
た
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

漕
ぎ
か
へ
る
蜑
の
小
船
の
あ
と
遠
み

　
　
　

14　

へ
だ
ゝ
り
ぬ
る
も
友
千
鳥
鳴
く　
　
　
　
　
　

昌
叱

《
解 

釈
》
海
士
の
小
船
が
漁
を
終
え
て
航
跡
を
長
く
引
き
つ
つ
帰
っ
て
ゆ
く
。
二
羽
の
千
鳥
が
、
離

れ
ば
な
れ
に
な
り
つ
つ
も
、
互
い
に
鳴
き
交
わ
す
声
が
聞
こ
え
る
。

※ 

第
一
二
句
か
ら
水
辺
が
三
句
連
続
し
て
い
る
の
で
体
用
の
沙
汰
が
必
要
で
あ
る
が
、
第
一
四
句
の

「
千
鳥
」
は
体
用
の
外
で
あ
る
の
で
、
問
題
は
生
じ
な
い
。

　
　
　
　
　
　

へ
だ
ゝ
り
ぬ
る
も
友
千
鳥
鳴
く

　
　
　

15　

し
ば
し
た
ゞ
嵐
の
音
も
し
づ
ま
り
て　
　
　
　

兼
如

《
解 

釈
》
大
き
な
音
を
た
て
て
吹
い
て
い
た
嵐
の
風
は
、
し
ば
ら
く
静
か
に
な
っ
た
。
風
に
吹
き
流

さ
れ
て
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
二
羽
の
千
鳥
が
、
互
い
に
相
手
を
求
め
て
鳴
い
て
い
る
声
が
聞

こ
え
る
。

※ 

二
羽
の
千
鳥
が
隔
て
ら
れ
た
の
は
、
嵐
に
吹
き
流
さ
れ
た
か
ら
だ
と
理
由
付
け
た
付
合
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

し
ば
し
た
ゞ
嵐
の
音
も
し
づ
ま
り
て

　
　
　

16　

た
ゞ
よ
ふ
雲
は
い
づ
く
な
る
ら
む　
　
　
　
　

行
祐

《
解 

釈
》
大
き
な
音
を
た
て
て
吹
い
て
い
た
嵐
の
風
は
、
し
ば
ら
く
静
か
に
な
っ
た
。
空
の
雲
は
、

ど
こ
へ
流
さ
れ
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

た
ゞ
よ
ふ
雲
は
い
づ
く
な
る
ら
む

　
　
　

17　

月
は
秋
秋
は
も
な
か
の
夜
半
の
空　
　
　
　
　

光
秀

《
解 

釈
》
中
秋
の
名
月
。
夜
空
は
晴
れ
わ
た
っ
て
い
る
。
少
し
前
ま
で
漂
っ
て
い
た
雲
は
、ど
こ
へ
行
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

月
は
秋
秋
は
も
な
か
の
夜
半
の
空

　
　
　

18　

そ
れ
と
ば
か
り
の
声
仄
か
な
り　
　
　
　
　
　

宥
源

《
解 

釈
》
中
秋
の
名
月
の
夜
、
空
の
彼
方
か
ら
、
仄
か
で
あ
る
が
は
っ
き
り
そ
れ
と
判
る
よ
う
に
、

雁
の
声
が
聞
こ
え
る
。

※ 

「
そ
れ
と
ば
か
り
」
に
「
雁
」
を
利
か
し
て
い
る
。
「
隠
題
」
と
呼
ば
れ
る
手
法
で
、
古
く
か
ら

あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
代
の
連
歌
で
は
特
に
好
ま
れ
、
例
は
多
い
。
他
に
「
そ
れ
か
と
ば
か

り
鳴
き
帰
る
空
」
（
永
禄
石
山
千
句
・
第
三
「
山
何
」
二
〇
）
な
ど
。
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※ 

第
一
四
句
で
「
千
鳥
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
「
千
鳥
」
と
「
雁
」
と
は
、
五
句
以
上
を
隔
て
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
隠
題
の
場
合
は
、
間
隔
二
句
で
可
と
さ
れ
る
の
で
、
指
合
と
は
な
ら
な
い
。

※ 
『
集
成
』
は
「
一
句
と
し
て
の
意
味
も
、
付
合
も
不
分
明
」
云
々
と
コ
メ
ン
ト
す
る
が
、
そ
ん
な

こ
と
は
な
い
。
一
句
の
意
味
も
付
合
も
明
瞭
で
、
何
の
問
題
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　

そ
れ
と
ば
か
り
の
声
仄
か
な
り

　
　
　

19　

た
ゝ
く
戸
の
こ
た
へ
ほ
ど
経
る
袖
の
露　
　
　

紹
巴

《
解 

釈
》
恋
し
い
人
の
家
の
戸
を
た
た
く
が
、
中
々
応
答
が
な
い
。
時
が
か
な
り
経
っ
て
か
ら
、
よ

う
や
く
そ
れ
と
知
れ
る
声
が
ほ
の
か
に
聞
こ
え
て
き
た
。
そ
の
間
に
も
、
私
の
袖
は
、
び
っ
し
ょ

り
と
夜
露
に
濡
れ
る
の
だ
。
い
や
、
夜
露
だ
け
で
は
な
い
、
私
の
涙
も
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　

た
ゝ
く
戸
の
こ
た
へ
ほ
ど
経
る
袖
の
露

　
　
　

20　

我
よ
り
さ
き
に
誰
契
る
ら
む　
　
　
　
　
　
　

心
前

《
解 

釈
》
恋
し
い
人
の
家
の
戸
を
敲
く
。
時
が
か
な
り
経
過
し
て
も
全
く
応
答
が
な
い
。
何
故
だ
ろ

う
か
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
私
が
来
る
よ
り
先
に
約
束
し
て
い
る
男
が
い
て
、
そ
の
男
と
会
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
間
に
も
、
私
の
袖
は
、
び
っ
し
ょ
り
と
夜
露
に
濡
れ
る
の
だ
。
い
や
、

夜
露
だ
け
で
は
な
い
、
私
の
涙
も
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　

我
よ
り
さ
き
に
誰
契
る
ら
む

　
　
　

21　

い
と
け
な
き
気
配
な
ら
ぬ
は
妬
ま
れ
て　
　
　

昌
叱

《
解 

釈
》
よ
う
や
く
会
う
こ
と
が
で
き
た
人
な
の
だ
け
れ
ど
、
実
際
に
会
っ
て
み
る
と
、
何
事
に
も

物
慣
れ
た
様
子
で
あ
る
。
ど
う
も
、
私
よ
り
も
先
に
、こ
の
女
を
も
の
に
し
た
男
が
い
る
ら
し
い
。

そ
う
思
う
と
、
そ
の
男
の
こ
と
が
、
何
と
な
く
妬
ま
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

※ 

解
釈
に
い
さ
さ
か
下
卑
た
言
い
回
し
を
用
い
た
が
、
バ
レ
句
的
な
付
合
な
の
で
、
そ
の
方
が
そ
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
表
現
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
御
寛
恕
を
乞
う
。

　
　
　
　
　
　

い
と
け
な
き
気
配
な
ら
ぬ
は
妬
ま
れ
て

　
　
　

22　

と
言
ひ
か
く
言
ひ
背
く
苦
し
さ　
　
　
　
　
　

兼
如

《
解 

釈
》
以
前
の
し
お
ら
し
い
様
子
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
嫉
妬
し
て
、

私
を
あ
れ
こ
れ
責
め
た
挙
句
、
ぷ
い
と
背
中
を
向
け
て
し
ま
う
。
こ
ん
な
古
女
房
の
相
手
は
苦

し
い
も
の
だ
。

※
色
々
な
状
況
設
定
が
可
能
で
あ
る
が
、
右
の
ご
と
く
と
し
た
。
こ
れ
も
バ
レ
句
的
だ
が
、
如
何
。

　
　
　
　
　
　

と
言
ひ
か
く
言
ひ
背
く
苦
し
さ

　
　
　

23　

た
び
〳
〵
の
あ
だ
の
情
は
何
か
せ
む　
　
　
　
　

行
祐

《
解 

釈
》
苦
し
さ
を
い
く
ら
訴
え
て
も
、
何
や
か
や
と
言
い
逃
れ
め
い
た
こ
と
を
言
っ
て
、
背
中
を

向
け
て
し
ま
う
。
こ
ん
な
こ
と
が
、
今
ま
で
に
何
度
あ
っ
た
こ
と
か
。
所
詮
、
こ
の
人
は
、
私

を
心
か
ら
愛
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
だ
。

※ 

先
の
付
合
を
、
男
女
の
立
場
を
引
き
換
え
て
処
理
し
た
付
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
れ
で
一
興
で
あ

ろ
う
が
、
「
恋
」
が
制
限
一
杯
の
五
句
連
続
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
次
の
句
が
難
し
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　

た
び
〳
〵
の
あ
だ
の
情
は
何
か
せ
む

　
　
　

24　

頼
み
が
た
き
は
な
ほ
後
の
親　
　
　
　
　
　
　

紹
巴

《
解 

釈
》
心
の
底
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
思
わ
さ
れ
る
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
に
何
度
あ
っ

た
こ
と
か
。
親
と
い
っ
て
も
、
血
の
つ
な
が
り
の
な
い
後
の
親
は
、
所
詮
、
当
て
に
で
き
な
い

も
の
だ
。

※ 

第
一
九
句
か
ら
「
恋
」
が
制
限
一
杯
の
五
句
連
続
し
て
い
る
所
。
「
あ
だ
の
な
さ
け
」
を
、
血
縁

関
係
の
な
い
親
の
こ
と
と
し
て
処
理
し
て
、
見
事
に
「
恋
」
を
逃
れ
て
い
る
。
紹
巴
の
腕
前
で
あ

ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

頼
み
が
た
き
は
な
ほ
後
の
親

　
　
　

25　

初
瀬
路
や
思
は
ぬ
方
に
い
ざ
な
は
れ　
　
　
　

心
前

《
解 

釈
》
初
瀬
へ
の
往
還
の
道
か
ら
、
不
思
議
な
縁
で
都
に
戻
り
、
あ
る
人
の
養
女
と
な
っ
た
が
、

や
は
り
、
養
父
・
養
女
の
関
係
は
、
実
の
親
子
に
比
べ
て
当
て
に
な
ら
な
い
も
の
だ
。

※ 

『
源
氏
物
語
』
に
拠
る
付
合
。
頭
中
将
と
夕
顔
の
間
の
子
で
あ
る
あ
る
玉
蔓
は
、
初
瀬
で
、
夕
顔

に
仕
え
て
い
た
右
近
と
出
会
い
、
そ
の
後
、
源
氏
に
引
き
と
ら
れ
て
そ
の
養
女
と
な
る
が
云
々
の

ス
ト
ー
リ
ー
が
一
座
に
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　

初
瀬
路
や
思
は
ぬ
方
に
い
ざ
な
は
れ

　
　
　

26　

深
く
尋
ぬ
る
山
時
鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
秀

《
解 

釈
》
初
瀬
へ
の
往
還
の
道
、
時
鳥
の
初
音
を
聞
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
来
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
の
だ
が
、
つ
い
山
の
奥
深
く
ま
で
寄
り
道
を
し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

深
く
尋
ぬ
る
山
時
鳥

　
　
　

27　

谷
の
戸
に
草
の
庵
を
し
め
置
き
て　
　
　
　
　

宥
源

《
解 

釈
》
谷
の
出
入
り
口
の
所
の
庵
を
出
て
、
時
鳥
の
初
音
を
聞
こ
う
と
、
山
の
奥
深
く
ま
で
尋
ね

て
ゆ
く
こ
と
だ
。

※ 

「
山
時
鳥
」
と
「
草
の
庵
」
と
が
寄
合
。
「
昔
思
ふ
草
の
庵
の
夜
の
雨
に
涙
な
そ
へ
そ
山
時
鳥
」（
新

古
今
・
三
‐
二
〇
一
、
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
）
の
名
歌
が
あ
る
。

※ 

「
草
の
庵
」
「
草
の
戸
」
等
の
「
草
」
は
、
卑
下
の
詞
で
、
植
物
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い
の
が
古

来
か
ら
の
作
法
。
従
っ
て
、
第
二
九
句
の
「
松
」
と
指
合
に
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　

谷
の
戸
に
草
の
庵
を
し
め
置
き
て

　
　
　

28　

薪
も
水
も
絶
え
や
ら
ぬ
か
げ　
　
　
　
　
　
　

昌
叱

《
解 
釈
》
谷
の
出
入
り
口
の
所
に
庵
を
営
む
。
薪
は
山
に
入
れ
ば
拾
え
る
し
、
水
は
谷
川
の
流
れ
を

汲
め
ば
よ
い
。
独
居
生
活
に
支
障
は
な
さ
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　

薪
も
水
も
絶
え
や
ら
ぬ
か
げ

　
　
　

29　

松
が
枝
の
朽
ち
そ
ひ
に
た
る
岩
づ
た
ひ　
　
　

兼
如

《
解 

釈
》
朽
ち
落
ち
た
松
の
枝
の
上
に
、
更
に
松
の
枝
が
朽
ち
落
ち
る
岩
伝
い
。
水
は
岩
間
を
流
れ
る
。

こ
の
場
所
な
ら
、
当
分
、
薪
と
水
に
不
自
由
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
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松
が
枝
の
朽
ち
そ
ひ
に
た
る
岩
づ
た
ひ

　
　
　

30　

あ
ら
た
め
か
こ
ふ
垣
の
古
寺　
　
　
　
　
　
　

心
前

《
解 
釈
》
朽
ち
落
ち
た
松
の
枝
の
上
に
、
更
に
松
の
枝
が
朽
ち
落
ち
る
岩
伝
い
を
行
く
と
、
垣
の
崩

れ
を
補
修
し
た
古
寺
が
見
え
る
。

※ 

通
常
の
「
垣
」
は
居
所
で
あ
る
が
、
こ
の
句
の
場
合
は
「
寺
の
垣
」
で
あ
る
の
で
、
通
常
の
居
所

と
は
二
句
を
隔
て
る
の
み
で
可
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
第
二
七
句
の
「
庵
」と
指
合
に
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　

あ
ら
た
め
か
こ
ふ
垣
の
古
寺

　
　
　

31　

春
日
野
や
あ
た
り
も
広
き
道
に
し
て　
　
　
　

紹
巴

《
解 

釈
》
開
け
た
春
日
野
の
原
、
付
近
の
往
来
の
道
も
広
々
と
し
て
、
垣
を
新
た
に
造
成
し
な
お
し

た
古
寺
が
見
え
る
。

※ 

「
古
寺
」
は
、
先
の
付
合
で
は
奥
ま
っ
た
所
の
さ
び
れ
た
小
寺
の
雰
囲
気
で
あ
る
が
、
こ
の
付
合

で
は
「
春
日
野
」
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
広
壮
た
る
古
寺
（
興
福
寺
と
か
東
大
寺
）
の
イ
メ
ー
ジ

と
な
る
。

　
　
　
　
　
　

春
日
野
や
あ
た
り
も
広
き
道
に
し
て

　
　
　

32　

う
ら
め
づ
ら
し
き
衣
手
の
月　
　
　
　
　
　
　

行
祐

《
解 

釈
》
秋
の
夜
、
開
け
た
春
日
野
の
広
々
と
し
た
道
を
行
く
。
袖
は
夜
露
に
濡
れ
、
そ
れ
に
月
が

影
を
映
す
。
何
と
も
心
惹
か
れ
る
情
趣
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

う
ら
め
づ
ら
し
き
衣
手
の
月

　
　
　

33　

葛
の
葉
の
乱
る
ゝ
露
や
玉
な
ら
む　
　
　
　
　

光
秀

《
解 

釈
》
月
の
夜
、
秋
の
野
を
行
く
と
、
葛
の
葉
に
置
か
れ
た
露
が
、
月
の
光
を
映
し
つ
つ
風
に
こ

ぼ
れ
る
様
は
、
ま
る
で
宝
石
の
緒
が
切
れ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
の
露
は
私
の
袖
に
こ
ぼ
れ
、

そ
れ
に
ま
た
月
の
光
が
映
る
。
何
と
も
心
惹
か
れ
る
情
趣
で
あ
る
。

※ 

前
句
の
「
う
ら
め
づ
ら
し
」
の
「
う
ら
」
に
「
裏
」
を
利
か
せ
て
、
そ
れ
が
「
葛
の
葉
」
と
寄
合
。

「
秋
風
の
吹
き
う
ら
返
す
葛
の
葉
の
う
ら
み
て
も
猶
恨
め
し
き
か
な
」
（
古
今
・
五
‐
八
二
三
、
平

貞
文
）
な
ど
。
更
に
、
「
衣
の
裏
」
と
「
玉
」
と
が
寄
合
。
『
法
華
経
』
五
百
弟
子
受
記
品
の
「
衣

裏
宝
珠
」
の
こ
と
。
「
か
け
て
だ
に
衣
の
裏
に
玉
あ
り
と
知
ら
で
過
ぎ
け
む
方
ぞ
悔
し
き
」
（
後
拾

遺
・
一
七
‐
一
〇
二
五
、
中
宮
内
侍
）
な
ど
。

　
　
　
　
　
　

葛
の
葉
の
乱
る
ゝ
露
や
玉
な
ら
む

　
　
　

34　

た
わ
ゝ
に
な
び
く
糸
萩
の
色　
　
　
　
　
　
　

紹
巴

《
解 

釈
》
秋
の
野
、
葛
の
葉
に
置
か
れ
た
露
が
乱
れ
落
ち
る
様
は
、
ま
る
で
宝
石
の
緒
が
切
れ
た
ご

と
く
で
あ
る
。
糸
萩
は
、
そ
の
重
み
で
撓
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
ほ
ど
枝
い
っ
ぱ
い
に
花
を

付
け
、
風
に
靡
い
て
い
る
。

※ 

「
乱
る
」
と
「
糸
」
と
が
寄
合
。
「
青
柳
の
糸
よ
り
か
く
る
春
し
も
ぞ
乱
れ
て
花
の
綻
び
に
け
る
」

（
古
今
・
一
‐
二
六
、
つ
ら
ゆ
き
）
な
ど
。

　
　
　
　
　
　

た
わ
ゝ
に
な
び
く
糸
萩
の
色

　
　
　

35　

秋
風
も
し
ら
ぬ
夕
べ
や
寝
る
胡
蝶　
　
　
　
　

昌
叱

《
解 

釈
》
秋
の
夕
べ
、
糸
萩
は
、
そ
の
重
み
で
撓
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
ほ
ど
枝
い
っ
ぱ
い
に
花

を
付
け
、
風
に
靡
い
て
い
る
。
蝶
は
、
そ
の
糸
萩
の
枝
に
と
ま
っ
た
ま
ま
、
風
に
靡
く
の
も
知

ら
ぬ
げ
に
眠
っ
て
い
る
の
か
、
微
動
だ
に
し
な
い
。

※ 

蝶
を
秋
季
に
用
い
る
の
は
、
現
代
人
に
は
違
和
感
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
連
歌
に
は
よ
く
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
「
折
り
の
こ
す
枝
や
昨
日
の
園
の
菊
／
秋
の
胡
蝶
の
宿
り
は
か
な
き
」
（
元
亀
二

年
三
月
十
八
日
「
何
船
」
五
一
／
五
二
）
な
ど
、
解
り
や
す
い
例
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
単
独
で
は

春
季
で
あ
る
。

※ 

「
萩
」
と
「
寝
る
」
と
が
寄
合
。
「
ま
だ
宵
に
寝
た
る
萩
か
な
同
じ
枝
に
や
が
て
お
き
ゐ
る
露
も

こ
そ
あ
れ
」
（
後
拾
遺
・
四
‐
二
九
七
、
新
左
衛
門
）
な
ど
。

　
　
　
　
　
　

秋
風
も
し
ら
ぬ
夕
べ
や
寝
る
胡
蝶

　
　
　

36　

砌
も
深
く
霧
を
こ
め
た
る　
　
　
　
　
　
　
　

兼
如

《
解 

釈
》
風
の
な
い
秋
の
夕
べ
、
砌
は
深
く
霧
に
籠
め
ら
れ
、
蝶
は
微
動
だ
に
せ
ず
眠
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

砌
も
深
く
霧
を
こ
め
た
る

　
　
　

37　

村
竹
の
淡
雪
な
が
ら
片
よ
り
て　
　
　
　
　
　

紹
巴

《
解 

釈
》
霧
に
立
て
籠
め
ら
れ
た
砌
、
先
ほ
ど
ま
で
降
っ
て
い
た
淡
雪
が
群
生
し
た
竹
に
積
も
っ
て
、

全
て
一
方
に
偏
っ
て
い
る
。

※ 

「
竹
」
は
、
木
類
と
も
、
草
類
と
も
、
間
隔
二
句
以
上
で
可
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
第
三
四
句
の

「
糸
萩
」
と
も
、
第
四
〇
句
の
「
菖
蒲
菅
原
」
と
も
、
指
合
に
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　

村
竹
の
淡
雪
な
が
ら
片
よ
り
て

　
　
　

38　

岩
根
を
ひ
た
す
波
の
薄
氷　
　
　
　
　
　
　
　

昌
叱

《
解 

釈
》
積
も
っ
た
淡
雪
の
重
み
で
、
岩
間
に
群
生
し
た
竹
は
、
全
て
一
方
に
偏
り
、
薄
氷
を
浮
か

べ
た
波
が
岩
根
を
浸
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

岩
根
を
ひ
た
す
波
の
薄
氷

　
　
　

39　

鴛
鴨
や
下
り
ゐ
て
羽
を
交
は
す
ら
む　
　
　
　

心
前

《
解 

釈
》
冬
の
水
辺
。
薄
氷
を
浮
か
べ
た
波
が
岩
根
を
浸
し
、
鴛
・
鴨
な
ど
の
水
鳥
が
、
そ
こ
に
下
り
て
、

寒
さ
に
羽
を
交
わ
す
が
ご
と
く
寄
り
集
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

鴛
鴨
や
下
り
ゐ
て
羽
を
交
は
す
ら
む

　
　
　

40　

乱
れ
ふ
し
た
る
菖
蒲
菅
原　
　
　
　
　
　
　
　

光
秀

《
解 

釈
》
菖
蒲
や
菅
が
交
じ
り
合
っ
て
乱
れ
臥
し
て
い
る
水
辺
、
鴛
・
鴨
な
ど
の
水
鳥
が
、
そ
こ
に

下
り
て
羽
を
交
わ
す
が
ご
と
く
寄
り
集
ま
っ
て
い
る
。

※ 

先
の
付
合
は
冬
の
水
辺
の
光
景
。
こ
の
付
合
で
は
、「
菖
蒲
」
の
語
に
依
り
、
夏
の
光
景
に
変
わ
る
。

「
鴛
」
も
「
鴨
」
も
、
去
嫌
上
の
季
節
は
冬
で
あ
る
が
、
夏
に
も
見
ら
れ
る
の
で
（
『
日
本
の
野
鳥
５
』

福
音
館
書
店
）
、
「
菖
蒲
」
と
付
合
に
す
る
の
は
無
茶
で
は
な
い
が
、
上
出
来
と
は
言
い
か
ね
る
。

※ 

第
三
八
句
か
ら
水
辺
が
三
句
連
続
し
て
い
る
の
で
体
用
の
沙
汰
が
必
要
で
あ
る
が
、
第
四
〇
句
の
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「
菖
蒲
」
は
体
用
の
外
で
あ
る
の
で
、
問
題
は
生
じ
な
い
。

　
　
　
　
　
　

乱
れ
ふ
し
た
る
菖
蒲
菅
原

　
　
　

41　

山
風
の
吹
き
そ
ふ
音
は
絶
え
や
ら
で　
　
　
　

紹
巴

《
解 
釈
》
山
風
が
吹
き
続
い
て
、
そ
の
音
が
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
水
辺
の
菖
蒲
や
菅
が
交
じ
り
合
っ

て
い
る
叢
も
、
そ
の
風
に
乱
れ
臥
し
て
い
る
。

※ 

前
句
の
「
乱
れ
ふ
し
た
る
」
を
、
「
山
風
」
で
理
由
付
け
た
付
合
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

山
風
の
吹
き
そ
ふ
音
は
絶
え
や
ら
で

　
　
　

42　

閉
ぢ
は
て
に
け
る
住
ま
ひ
さ
び
し
も　
　
　
　

宥
源

《
解 

釈
》
山
風
が
吹
き
続
い
て
、
そ
の
音
が
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
戸
や
窓
を

閉
め
切
る
が
、
独
居
生
活
の
さ
び
し
さ
が
身
に
し
み
る
。

　
　
　
　
　
　

閉
ぢ
は
て
に
け
る
住
ま
ひ
さ
び
し
も

　
　
　

43　

と
ふ
人
も
暮
れ
ぬ
る
ま
ゝ
に
立
ち
帰
り　
　
　

兼
如

《
解 

釈
》
夕
暮
に
な
っ
て
、
訪
れ
て
く
れ
た
人
も
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
居
所
の
戸
や
窓
を
閉
め
る
と
、

独
居
生
活
の
さ
び
し
さ
が
、
ひ
と
き
わ
身
に
し
み
る
。

　
　
　
　
　
　

と
ふ
人
も
暮
れ
ぬ
る
ま
ゝ
に
立
ち
帰
り

　
　
　

44　

心
の
う
ち
に
あ
ふ
や
占
な
ひ　
　
　
　
　
　
　

紹
巴

《
解 

釈
》
夕
暮
に
な
っ
て
、
あ
の
人
は
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
の
人
に
は
、
私
と
夜
の
床
を
共
に
す

る
つ
も
り
は
な
い
の
だ
。
二
人
の
仲
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
占
っ
て
み
た
ら
、

私
の
心
に
適
っ
た
卦
が
出
る
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

※ 

先
の
付
合
は
独
居
生
活
の
寂
し
さ
。
そ
れ
が
、
こ
の
付
合
で
は
、
不
確
実
な
恋
に
苦
し
む
女
性
の

こ
と
と
な
る
。
句
境
の
転
換
も
鮮
や
か
で
、
短
い
表
現
の
中
に
、
微
妙
な
心
理
を
感
じ
さ
せ
る
付

合
と
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
紹
巴
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　

心
の
う
ち
に
あ
ふ
や
占
な
ひ

　
　
　

45　

は
か
な
き
を
頼
み
か
け
た
る
夢
が
た
り　
　
　

昌
叱

《
解 

釈
》
あ
の
人
の
心
が
、
も
う
一
度
、
私
の
所
に
戻
っ
て
く
る
、
そ
れ
が
は
か
な
い
願
い
だ
と
い

う
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、ひ
ょ
っ
と
し
て
と
思
う
よ
う
な
夢
を
見
た
。
そ
れ
を
語
っ
て
占
っ

て
み
よ
う
。
私
の
心
に
適
っ
た
卦
が
出
る
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

※ 

「
夢
が
た
り
」
は
、
夢
の
内
容
を
人
に
語
る
こ
と
。
物
語
で
は
、
夢
占
い
の
た
め
の
場
合
が
多
い
。

『
伊
勢
物
語
』
に
「
昔
、
世
ご
ゝ
ろ
つ
け
る
女
、
…
…
ま
こ
と
な
ら
ぬ
夢
が
た
り
す
」
（
六
三
段
）

な
ど
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
占
」
と
「
夢
が
た
り
」
と
が
寄
合
に
な
る
。
例
は
「
と
ふ
に
ま
こ

と
を
頼
む
占
か
た
／
夢
が
た
り
合
は
す
る
人
も
む
つ
ま
し
み
」（
天
文
二
十
四
年
梅
千
句
・
第
十
「
花

之
何
」
一
四
／
一
五
）
な
ど
。

　
　
　
　
　
　

は
か
な
き
を
頼
み
か
け
た
る
夢
が
た
り

　
　
　

46　

思
ひ
に
長
き
夜
は
明
石
潟　
　
　
　
　
　
　
　

光
秀

《
解 

釈
》
明
石
で
の
旅
宿
。
昨
夜
の
夢
を
、
伴
う
人
に
語
る
。
都
に
帰
る
の
は
、
は
か
な
い
頼
み
で

し
か
な
い
が
、
様
々
の
思
い
が
胸
に
去
来
し
、
秋
の
夜
が
更
に
明
か
し
難
く
感
じ
る
。

※ 

「
思
ひ
明
か
し
」
は
、
単
独
で
は
「
恋
」
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
表
現
で
あ
る
が
、「
明
石
潟
」

（
あ
る
い
は
、
浦
）
と
結
ん
だ
場
合
は
旅
泊
・
流
浪
の
こ
と
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
も
そ
の
例
。

従
っ
て
、
前
句
の
「
夢
」
は
帰
京
・
帰
郷
の
夢
と
な
る
。
「
夢
が
た
り
」
と
あ
る
か
ら
、
語
る
相

手
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
伴
う
人
の
は
ず
。
依
っ
て
、
解
釈
は
右
の
ご
と
く
と
な
る
、
如
何
。

※ 

『
集
成
』
は
、
こ
の
句
に
つ
い
て
「
光
秀
の
胸
中
永
く
秘
め
た
思
い
を
い
よ
い
よ
決
行
に
移
そ
う

と
い
う
気
分
が
う
か
が
わ
れ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
す
る
が
、
当
た
ら
な
い
。
発
句
で
「
時
は
今
天
が

下
し
る
」
と
高
ら
か
に
宣
言
し
て
し
ま
っ
て
い
る
（
そ
の
注
釈
の
説
に
依
れ
ば
）
の
だ
か
ら
、
こ

こ
で
今
更
「
思
ひ
に
…
夜
は
明
石
潟
」
な
ど
と
ウ
ジ
ウ
ジ
し
た
こ
と
を
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。
「
思

ひ
に
夜
を
明
か
す
」
は
、
煩
悶
の
表
現
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
決
行
と
言
う
つ
も
り
な
ら
、
「
霧
う

ち
払
ふ
朝
風
の
空
」
と
で
も
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
み
が
く
剣
の
秋
の
夜
す
が
ら
」
な
ら
、
更

に
直
截
で
あ
る
。
も
っ
と
率
直
に
「
信
（
ま
こ
と
）
に
長
き
夜
の
闇
を
断
つ
」
と
付
け
た
ら
、
同

座
の
連
衆
の
顔
は
、
全
員
、
引
き
つ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
は
有
り
得
な
い
。

連
歌
は
、
古
典
和
歌
や
物
語
の
世
界
か
ら
様
式
化
さ
れ
た
情
趣
を
、
一
座
で
共
に
享
受
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
実
存
的
な
感
情
の
表
出
を
目
指
す
近
代
詩
歌
と
は
決
定
的
に
異
な

る
。
な
お
、
第
五
八
句
、
第
六
九
句
、
第
九
七
句
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　

思
ひ
に
永
き
夜
は
明
石
潟

　
　
　

47　

船
は
た
ゞ
月
に
ぞ
浮
か
ぶ
波
の
上　
　
　
　
　

宥
源

《
解 

釈
》
明
石
で
の
船
中
泊
、
月
は
皓
々
と
海
上
の
波
を
照
ら
す
。
様
々
の
思
い
が
胸
に
去
来
し
、

長
い
秋
の
夜
が
更
に
明
か
し
難
く
感
じ
る
。

　
　
　
　
　
　

船
は
た
ゞ
月
に
ぞ
浮
か
ぶ
波
の
上

　
　
　

48　

所
〴
〵
に
ち
る
柳
か
げ　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
前

《
解 

釈
》
水
辺
の
柳
が
所
々
に
散
り
、
波
の
上
に
落
ち
る
。
そ
れ
が
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
浮
か
ん

で
い
る
の
は
、
ま
る
で
船
の
よ
う
に
見
え
る
。

※ 

波
の
上
に
落
ち
た
柳
の
一
葉
を
、
船
と
見
立
て
た
付
合
で
、
当
座
の
興
を
催
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

連
歌
に
は
よ
く
用
い
ら
れ
る
発
想
で
「
船
か
と
見
れ
ば
月
の
川
波
／
柳
散
る
下
葉
は
も
ろ
き
秋
風

に
」
（
平
松
文
庫
本
無
名
千
句
・
第
一
「
山
何
」
六
八
／
六
九
）
の
例
が
分
か
り
や
す
い
。

　
　
　
　
　
　

所
〴
〵
に
ち
る
柳
か
げ

　
　
　

49　

秋
の
色
を
花
の
春
ま
で
う
つ
し
来
て　
　
　
　

光
秀

《
解 
釈
》
去
年
の
秋
に
落
葉
し
た
柳
の
木
陰
、
今
は
、
春
の
花
が
所
々
に
散
っ
て
い
る
。

※ 
無
理
や
り
、
右
の
ご
と
く
解
釈
し
た
。
付
句
は
そ
れ
ら
し
い
言
葉
を
並
べ
て
い
る
が
、
一
句
と
し

て
も
、
前
句
と
の
関
係
性
に
お
い
て
も
、
論
理
の
通
っ
た
解
釈
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
付
い
て

い
な
い
、
即
ち
、
下
手
な
句
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
時
の
「
四
花
八
（
七
）
月
」
の
作
法
に
よ
っ
て
、

こ
こ
は
ど
う
し
て
も
「
花
」
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
点
、
少
し
難
し
い
所
で
は
あ
る
。
た
だ

し
、
愚
案
で
あ
る
が
「
花
散
り
し
跡
を
惜
し
み
し
古
里
に
」
な
ど
で
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
？　

少
な
く
と
も
前
句
と
の
関
係
は
通
っ
て
い
る
。

『愛宕百韻』の注解と再検討 35
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秋
の
色
を
花
の
春
ま
で
う
つ
し
来
て

　
　
　

50　

山
は
水
無
瀬
の
霞
た
つ
暮　
　
　
　
　
　
　
　

昌
叱

《
解 
釈
》
こ
の
地
の
秋
の
情
趣
の
深
さ
は
、
春
と
な
っ
た
今
も
、
強
い
印
象
と
な
っ
て
胸
に
残
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
水
無
瀬
の
山
々
が
夕
霞
の
中
に
暮
れ
て
ゆ
く
景
色
の
素
晴
ら
し
さ
は
、

そ
れ
以
上
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

※ 

有
名
な
「
見
わ
た
せ
ば
山
も
と
霞
む
水
無
瀬
川
夕
べ
は
秋
と
何
お
も
ひ
け
む
」
（
新
古
今
・

一
‐
三
六
、
太
上
天
皇
）
を
本
歌
と
す
る
付
合
で
あ
る
。
前
句
が
下
手
な
句
な
の
で
、
処
理
の
難

し
い
所
で
あ
る
が
、
そ
こ
を
何
と
か
す
る
の
が
プ
ロ
の
連
歌
師
。

　
　
　
　
　
　

山
は
水
無
瀬
の
霞
た
つ
暮

　
　
　

51　

下
と
く
る
雪
の
雫
の
音
す
な
り　
　
　
　
　
　

心
前

《
解 

釈
》
雪
に
覆
わ
れ
た
水
無
瀬
の
里
の
夕
暮
、
そ
れ
で
も
、
春
と
な
っ
た
の
で
山
々
は
霞
が
か
っ

て
見
え
る
。
屋
根
な
ど
の
雪
も
表
面
上
の
変
化
は
な
い
が
、
下
の
方
が
解
け
は
じ
め
た
よ
う
で
、

そ
れ
が
雫
と
な
っ
て
、
軒
か
ら
滴
り
落
ち
る
音
が
す
る
。

　
　
　
　
　
　

下
と
く
る
雪
の
雫
の
音
す
な
り

　
　
　

52　

猶
も
折
り
た
く
柴
の
屋
の
内　
　
　
　
　
　
　

兼
如

《
解 

釈
》
雪
に
覆
わ
れ
た
陋
屋
、
春
と
な
っ
て
も
ま
だ
寒
さ
は
厳
し
く
、
暖
を
と
る
た
め
に
柴
を
折

り
焚
く
。
す
る
と
屋
根
も
暖
め
ら
れ
て
、
屋
根
に
積
も
っ
た
雪
の
下
の
方
が
解
け
て
、
軒
か
ら

雫
と
な
っ
て
落
ち
る
。
そ
の
音
が
聞
こ
え
る
。

※ 

前
句
の
「
下
と
く
る
雪
」
を
理
由
付
け
た
付
合
で
あ
る
が
、
発
想
が
突
飛
で
意
表
を
突
い
て
お
り
、

そ
の
俳
諧
味
が
当
座
で
面
白
が
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
付
合
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

猶
も
折
り
た
く
柴
の
屋
の
内

　
　
　

53　

し
を
れ
し
を
重
ね
わ
び
た
る
小
夜
衣　
　
　
　

紹
巴

《
解 

釈
》
柴
の
屋
の
独
居
生
活
。
そ
の
辛
さ
に
流
す
涙
に
濡
れ
、
私
の
衣
は
萎
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
ま
ま
で
は
夜
着
と
し
て
敷
き
重
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
を
乾
か
す
た
め
に
、
柴
を
さ

ら
に
焚
き
く
べ
る
の
だ
。

※ 

先
の
付
合
に
続
い
て
、
前
句
の
内
容
を
付
句
で
理
由
づ
け
た
付
合
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
付
け
方

が
、
先
の
付
合
と
同
じ
く
意
表
を
突
い
て
お
り
、
し
か
も
解
り
や
す
い
。
先
の
付
合
で
雰
囲
気
が

盛
り
上
が
っ
た
所
を
、
更
に
、
同
じ
よ
う
な
趣
向
で
盛
り
上
げ
る
。
紹
巴
が
、
当
時
の
上
手
と
し

て
持
て
囃
さ
れ
た
所
以
の
一
つ
が
う
か
が
わ
れ
る
付
合
で
あ
る
。
な
お
、
一
句
の
去
嫌
上
の
取
り

扱
い
は
「
恋
」
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　

し
を
れ
し
を
重
ね
わ
び
た
る
小
夜
衣

　
　
　

54　

思
ひ
な
れ
ぬ
る
妻
も
へ
だ
ゝ
る　
　
　
　
　
　

光
秀

《
解 

釈
》
長
い
間
た
が
い
に
馴
れ
親
し
ん
だ
妻
と
の
別
れ
。
悲
し
み
の
涙
で
、
私
の
衣
の
袖
は
び
っ
し
ょ

り
と
濡
れ
る
。
も
う
、こ
の
濡
れ
た
衣
を
重
ね
て
、
夜
の
床
を
共
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。

※ 

「
妻
」
に
「
褄
」
を
利
か
せ
て
、
そ
れ
と
「
衣
」
と
が
寄
合
。
「
唐
衣
き
つ
ゝ
馴
れ
に
し
妻
し
あ

れ
ば
は
る
〴
〵
来
ぬ
る
旅
を
し
ぞ
思
ふ
」
（
古
今
・
九
‐
四
一
〇
、
在
原
業
平
朝
臣
）
が
有
名
。

　
　
　
　
　
　

思
ひ
な
れ
ぬ
る
妻
も
へ
だ
ゝ
る

　
　
　

55　

浅
か
ら
ぬ
文
の
か
ず
〳
〵
つ
も
る
ら
し　
　
　

行
祐

《
解 

釈
》
長
い
間
た
が
い
に
馴
れ
親
し
ん
だ
妻
と
も
、
今
は
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
い
る
。
愛
情
あ

ふ
れ
た
手
紙
の
交
換
が
、
多
分
、
積
も
る
ほ
ど
に
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

浅
か
ら
ぬ
文
の
か
ず
〳
〵
つ
も
る
ら
し

　
　
　

56　

説
け
る
も
法
は
聞
き
う
る
に
こ
そ　
　
　
　
　

昌
叱

《
解 

釈
》
釈
尊
の
説
か
れ
た
教
え
は
、
数
々
の
経
典
と
な
っ
て
こ
の
世
に
山
積
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
も
、
末
世
の
衆
生
に
理
解
す
る
だ
け
の
能
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　

説
け
る
も
法
は
聞
き
う
る
に
こ
そ

　
　
　

57　

賢
き
は
時
を
待
ち
つ
ゝ
出
づ
る
世
に　
　
　
　

兼
如

《
解 

釈
》
釈
尊
の
説
か
れ
た
教
え
も
、
衆
生
に
理
解
す
る
だ
け
の
能
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
。
末

世
に
は
そ
れ
も
難
し
い
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
賢
明
な
人
は
、
教
え
に
従
い
、
塵

の
世
を
出
て
、
弥
勒
出
世
の
時
を
待
つ
の
だ
。

※ 

釈
迦
入
滅
後
、
弥
勒
出
世
ま
で
の
間
の
「
二
仏
中
間
」
の
こ
と
と
し
た
付
合
で
あ
る
。
付
句
の
「
出

づ
る
」
は
、
第
一
義
的
に
は
、「
俗
世
を
出
づ
る
」
こ
と
で
あ
る
が
、
前
句
の
「
法
」
と
照
応
し
て
、

重
層
的
に
、
弥
勒
出
世
の
こ
と
と
も
な
る
と
解
し
た
。
如
何
。

　
　
　
　
　
　

賢
き
は
時
を
待
ち
つ
ゝ
出
づ
る
世
に

　
　
　

58　

心
あ
り
け
る
釣
の
い
と
な
み　
　
　
　
　
　
　

光
秀

《
解 

釈
》
世
に
賢
人
と
称
さ
れ
る
人
は
、
落
魄
し
て
も
あ
せ
ら
ず
に
、
湖
で
釣
り
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

い
つ
か
世
に
出
る
機
会
を
待
っ
て
い
る
も
の
だ
。

※ 

前
句
の
「
賢
き
」
を
太
公
望
の
故
事
に
取
り
な
し
た
付
合
で
あ
る
。
太
公
望
は
本
名
・
呂
尚
、
か
っ

て
殷
に
仕
え
た
が
、
そ
こ
を
去
り
、
渭
水
で
釣
を
し
て
い
た
所
、
周
の
文
王
と
出
会
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
『
史
記
』
斉
太
公
世
家
に
詳
し
い
。
連
歌
で
の
例
は
「
賢
き
は
み
な
心
に
ぞ
よ
る
／
釣

た
る
ゝ
人
も
世
に
こ
そ
仕
へ
け
れ
」
（
菟
玖
波
集
・
一
八
‐
一
八
四
〇
、
前
大
納
言
尊
氏
）
な
ど
。

「
賢
し
」
と
「
釣
」
と
が
寄
合
に
な
っ
て
い
る
。

※ 

賢
者
は
自
ら
世
に
出
よ
う
と
は
せ
ず
、
世
に
出
る
日
を
待
つ
と
い
う
付
句
で
あ
る
。
作
者
は
光
秀
。

こ
の
百
韻
中
の
光
秀
の
句
か
ら
本
能
寺
の
変
を
前
に
し
た
心
理
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
の
は
、
こ

の
付
合
か
ら
で
も
誤
っ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
そ
れ
な
ら
「
心
は
い
か
に
釣
の
い
と
な
み
」
と
か

「
心
や
急
ぐ
釣
の
い
と
な
み
」
と
か
す
る
は
ず
。
す
る
と
、
一
座
は
「
あ
れ
？
」
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

心
あ
り
け
る
釣
の
い
と
な
み

　
　
　

59　

ゆ
く
〳
〵
も
浜
辺
づ
た
ひ
の
霧
は
れ
て　
　
　

宥
源

《
解 

釈
》
浜
辺
づ
た
い
の
道
を
行
く
。
霧
は
次
第
に
晴
れ
て
、
海
上
に
は
、
海
士
た
ち
の
釣
す
る
船

が
見
え
る
。
海
士
は
情
趣
を
解
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
光
景
に
、
釣

の
手
を
休
め
眺
め
入
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

※ 

「
海
士
は
情
趣
を
解
し
な
い
も
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
」
と
す
る
の
が
伝
統
的
な
作
法
。「
心
あ
る
雄
島

の
海
士
の
袂
か
な
月
や
ど
れ
と
は
濡
れ
ぬ
も
の
か
ら
」（
新
古
今
・
四
‐
三
九
九
、
宮
内
卿
）
が
有
名
。
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ゆ
く
〳
〵
も
浜
辺
づ
た
ひ
の
霧
は
れ
て

　
　
　

60　

一
す
ぢ
白
し
月
の
川
水　
　
　
　
　
　
　
　
　

紹
巴

《
解 
釈
》
浜
辺
づ
た
い
の
道
を
行
く
。
霧
は
次
第
に
晴
れ
、
そ
の
絶
え
間
に
一
筋
の
白
く
光
る
も
の

が
見
え
る
。
あ
れ
は
、
浜
に
注
ぐ
川
の
水
に
、
月
の
光
が
映
じ
て
い
る
の
だ
。

※ 

第
五
八
句
か
ら
水
辺
が
三
句
連
続
し
て
い
る
の
で
体
用
の
沙
汰
が
必
要
で
あ
る
が
、
第
五
八
句
の

「
釣
」
は
体
用
の
外
で
あ
る
の
で
、
問
題
は
生
じ
な
い
。

　
　
　
　
　
　

一
す
ぢ
白
し
月
の
川
水

　
　
　

61　

紅
葉
ゞ
を
わ
く
る
龍
田
の
峰
颪　
　
　
　
　
　

昌
叱

《
解 

釈
》
秋
の
龍
田
の
月
の
夜
、
峰
か
ら
吹
き
下
ろ
す
風
が
、
紅
葉
葉
を
分
け
過
ぎ
る
。
そ
の
分
け

ら
れ
た
紅
葉
の
隙
に
、
龍
田
川
の
水
が
月
影
を
う
け
て
、
一
筋
白
く
光
っ
て
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　

紅
葉
ゞ
を
わ
く
る
龍
田
の
峰
颪

　
　
　

62　

夕
べ
さ
び
し
き
小
男
鹿
の
声　
　
　
　
　
　
　

心
前

《
解 

釈
》
龍
田
の
峰
か
ら
吹
き
下
ろ
す
風
が
、
紅
葉
葉
を
分
け
過
ぎ
る
夕
べ
、
牡
鹿
の
寂
し
そ
う
に

鳴
く
声
が
聞
こ
え
る
。

※
「 

紅
葉
」
と
「
鹿
」
と
が
寄
合
。
「
奥
山
に
紅
葉
ふ
み
分
け
鳴
く
鹿
の
声
き
く
時
ぞ
秋
は
さ
び
し
き
」

（
古
今
・
四
‐
二
一
五
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
な
ど
。

　
　
　
　
　
　

夕
べ
さ
び
し
き
小
男
鹿
の
声

　
　
　

63　

里
遠
き
庵
も
あ
は
れ
に
住
み
な
れ
て　
　
　
　

紹
巴

《
解 

釈
》
里
か
ら
遠
く
離
れ
た
こ
の
庵
も
、
今
は
よ
う
や
く
住
み
馴
れ
、
寂
し
い
と
も
つ
ら
い
と
も

そ
れ
ほ
ど
感
じ
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
夕
方
、
牡
鹿
の
寂
し
そ
う
に
鳴
く
声

が
聞
こ
え
る
と
、
時
に
、
た
ま
ら
な
い
思
い
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　

里
遠
き
庵
も
あ
は
れ
に
住
み
な
れ
て

　
　
　

64　

捨
て
し
憂
き
身
も
頼
み
こ
そ
あ
れ　
　
　
　
　

行
祐

《
解 

釈
》
生
き
て
も
甲
斐
の
な
い
身
、
俗
世
間
に
住
む
よ
り
は
と
思
っ
て
、
人
里
か
ら
遠
く
離
れ
た

こ
の
庵
で
の
独
居
生
活
を
始
め
た
の
だ
が
、
馴
れ
て
く
る
と
、
次
第
に
、
辛
け
れ
ば
辛
い
な
り

に
何
と
か
や
っ
て
行
こ
う
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
が
生
じ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　

捨
て
し
憂
き
身
も
頼
み
こ
そ
あ
れ

　
　
　

65　

み
ど
り
子
の
生
ひ
た
つ
末
を
思
ひ
や
り　
　
　

心
前

《
解 

釈
》
辛
い
こ
と
ば
か
り
の
世
を
捨
て
た
自
分
で
あ
る
が
、
た
っ
た
一
つ
だ
け
楽
し
み
に
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
世
間
に
残
し
て
き
た
愛
し
子
が
、
こ
れ
か
ら
先
、
ど
の
よ
う
に
成

長
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
だ
。

　
　
　
　
　
　

み
ど
り
子
の
生
ひ
た
つ
末
を
思
ひ
や
り

　
　
　

66　

な
ほ
長
か
れ
の
命
な
ら
ず
や　
　
　
　
　
　
　

昌
叱

《
解 

釈
》
こ
ん
な
歳
に
な
っ
て
、
新
た
に
子
宝
に
恵
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
子
が
、
こ
れ
か

ら
先
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
く
れ
る
か
、
そ
れ
を
見
届
け
た
い
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
さ

ら
に
長
生
き
が
し
た
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　

な
ほ
長
か
れ
の
命
な
ら
ず
や

　
　
　

67　

契
り
た
ゞ
か
け
つ
ゝ
酌
め
る
杯
に　
　
　
　
　

宥
源

《
解 

釈
》
あ
る
人
の
長
寿
の
賀
の
席
、
そ
こ
に
集
う
人
々
は
、
更
な
る
長
寿
を
祈
念
し
て
酒
を
酌
み

交
わ
す
の
だ
。

　
　
　
　
　
　

契
り
た
ゞ
か
け
つ
ゝ
酌
め
る
杯
に

　
　
　

68　

別
れ
て
こ
そ
は
相
坂
の
関　
　
　
　
　
　
　
　

紹
巴

《
解 

釈
》
東
国
に
赴
く
人
を
、
相
坂
の
関
ま
で
見
送
る
。
再
会
を
約
し
、
酒
を
酌
み
交
わ
す
。

※ 

「
相
坂
の
関
」
は
、
京
か
ら
東
国
へ
の
玄
関
口
に
当
た
る
。
東
国
に
赴
く
人
を
そ
こ
ま
で
見
送
る

習
慣
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
も
の
へ
ま
か
り
け
る
人
の
送
り
、
関
山
ま
で
し
侍
る
と
て
：
別
れ
ゆ

く
今
日
は
ま
ど
ひ
ぬ
相
坂
は
帰
り
こ
む
日
の
名
に
こ
そ
あ
り
け
れ
」
（
拾
遺
・
六
‐
三
一
四
、
つ

ら
ゆ
き
）
な
ど
よ
り
知
れ
る
。
「
相
坂
」
に
「
会
ふ
」
を
利
か
せ
る
の
は
、
古
典
文
学
の
常
識
。

　
　
　
　
　
　

別
れ
て
こ
そ
は
相
坂
の
関

　
　
　

69　

旅
な
る
を
今
日
は
あ
す
は
の
神
も
し
れ　
　
　

光
秀

《
解 

釈
》
相
坂
の
関
、
再
会
を
期
し
つ
つ
旅
行
く
人
と
別
れ
る
。
今
日
の
こ
の
日
、
あ
す
は
の
神
も
、

旅
人
の
身
の
安
全
に
力
を
お
貸
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
。

※ 

「
あ
す
は
の
神
」
は
、
『
万
葉
集
』
巻
二
十
に
「
庭
中
の
あ
す
は
の
神
に
小
柴
さ
し
我
は
斎
は
む

帰
り
来
ま
で
に
」
と
あ
る
神
。
歌
は
、
防
人
と
な
っ
た
夫
の
無
事
帰
還
を
祈
る
妻
の
も
の
で
、
西

国
に
出
陣
す
る
光
秀
の
立
場
に
よ
く
適
っ
た
句
材
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
座
の
連
衆
に
も
容
易
に
共

有
さ
れ
た
は
ず
。
連
歌
に
お
い
て
個
人
的
な
感
懐
の
表
出
は
、
こ
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。

※ 

「
今
日
は
あ
す
は
の
」
の
口
調
が
軽
い
。
第
一
七
句
の
「
月
は
秋
秋
は
も
な
か
」
や
第
四
〇
句
の

「
菖
蒲
菅
原
」
や
第
四
六
句
の
「
夜
は
明
石
潟
」
も
そ
う
だ
が
、
光
秀
の
好
み
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

い
ず
れ
の
句
も
、
紹
巴
・
昌
叱
・
心
前
等
に
比
較
す
れ
ば
、
前
句
と
の
関
係
性
は
今
一
つ
の
感
が

強
い
。
所
詮
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
芸
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

旅
な
る
を
今
日
は
あ
す
は
の
神
も
し
れ

　
　
　

70　

ひ
と
り
眺
む
る
浅
茅
生
の
月　
　
　
　
　
　
　

兼
如

《
解 

釈
》
秋
の
夜
、
こ
の
浅
茅
生
の
宿
で
、
ひ
と
り
月
を
眺
め
る
。
夫
は
旅
に
出
て
、
今
日
も
ま
だ

帰
ら
な
い
。
庭
中
の
あ
す
は
の
神
よ
、
ど
う
か
夫
の
身
を
お
護
り
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

ひ
と
り
眺
む
る
浅
茅
生
の
月

　
　
　

71　

爰
か
し
こ
流
る
ゝ
水
の
冷
や
か
に　
　
　
　
　

行
祐

《
解 

釈
》
秋
の
夜
、
浅
茅
生
の
宿
で
、
ひ
と
り
月
を
眺
め
る
。
あ
ち
こ
ち
を
流
れ
る
水
は
、
月
の
光

を
受
け
て
、
い
か
に
も
冷
や
や
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

爰
か
し
こ
流
る
ゝ
水
の
冷
や
か
に

　
　
　

72　

秋
の
蛍
や
暮
い
そ
ぐ
ら
む　
　
　
　
　
　
　
　

心
前

《
解 

釈
》
初
秋
の
野
の
沢
、
あ
ち
こ
ち
を
流
れ
る
水
も
冷
や
や
か
で
あ
る
。
日
が
暮
れ
る
の
も
早
く
な
っ

た
が
、
蛍
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
早
く
か
ら
光
を
放
ち
始
め
る
ご
と
く
で
あ
る
。
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秋
の
蛍
や
暮
い
そ
ぐ
ら
む

　
　
　

73　

村
雨
の
あ
と
よ
り
も
な
ほ
霧
降
り
て　
　
　
　

紹
巴

《
解 
釈
》
村
雨
の
通
り
過
ぎ
た
後
も
、
ま
だ
霧
が
立
ち
こ
め
て
暗
い
。
蛍
も
、
か
ん
違
い
し
た
の
か
、

夕
暮
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
に
、
光
を
放
ち
は
じ
め
た
。

　
　
　
　
　
　

村
雨
の
あ
と
よ
り
も
な
ほ
霧
降
り
て

　
　
　

74　

露
は
ら
ひ
つ
ゝ
人
の
か
へ
る
さ　
　
　
　
　
　

宥
源

《
解 

釈
》
村
雨
の
降
り
通
っ
た
後
も
、
ま
だ
霧
が
立
ち
こ
め
て
い
る
が
、
雨
宿
り
し
て
い
た
人
た
ち
は
、

道
の
辺
に
ま
だ
残
る
露
を
払
い
な
が
ら
帰
っ
て
ゆ
こ
う
と
し
て
い
る
。

※ 

「
村
雨
」
と
「
露
」
と
が
寄
合
。
「
村
雨
の
露
も
ま
だ
干
ぬ
槙
の
葉
に
霧
た
ち
の
ぼ
る
秋
の
夕
暮
」

（
新
古
今
・
五
‐
四
九
一
、
寂
蓮
法
師
）
が
、
名
歌
と
し
て
有
名
。

　
　
　
　
　
　

露
は
ら
ひ
つ
ゝ
人
の
か
へ
る
さ　
　
　
　
　

　
　
　

75　

宿
と
す
る
木
か
げ
も
花
の
ち
り
つ
く
し　
　
　

昌
叱

《
解 

釈
》
花
の
木
陰
を
宿
と
し
て
日
を
お
く
る
う
ち
に
、
花
は
す
べ
て
散
っ
て
し
ま
っ
た
。
花
と
の

別
れ
を
惜
し
む
涙
の
露
を
払
い
つ
つ
、
人
々
は
帰
っ
て
行
く
の
だ
。

※ 

桜
花
が
散
り
つ
く
す
の
を
惜
し
ん
で
涙
を
流
す
と
い
う
の
は
、
伝
統
と
し
て
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た

発
想
で
あ
る
。
例
と
し
て
は
「
散
る
花
を
惜
し
む
涙
の
春
雨
に
濡
れ
ぬ
人
こ
そ
世
に
な
か
り
け
れ
」

（
重
之
集
・
六
六
）
が
解
り
や
す
い
。

　
　
　
　
　
　

宿
と
す
る
木
か
げ
も
花
の
ち
り
つ
く
し

　
　
　

76　

山
よ
り
山
に
う
つ
る
鴬　
　
　
　
　
　
　
　
　

紹
巴

《
解 

釈
》
山
の
花
の
木
陰
を
宿
と
す
る
鴬
。
こ
の
山
の
花
は
散
り
つ
く
し
た
の
で
、
ま
だ
花
の
残
っ

て
い
る
別
の
山
に
宿
を
移
す
の
だ
。

　
　
　
　
　
　

山
よ
り
山
に
う
つ
る
鴬

　
　
　

77　

朝
霞
薄
き
が
上
に
重
な
り
て　
　
　
　
　
　
　

光
秀

《
解 

釈
》
春
の
朝
、
薄
く
霞
に
包
ま
れ
た
山
の
上
に
、
更
に
向
こ
う
の
山
が
い
く
つ
か
重
な
っ
て
見

え
る
。
鴬
は
、
そ
れ
ら
の
山
々
を
自
由
に
鳴
き
移
っ
て
行
く
。

※ 

前
句
の
「
山
よ
り
山
」
に
対
し
て
「
重
な
り
て
」
と
し
た
の
が
、
付
合
の
ポ
イ
ン
ト
。
朝
霞
が
薄

い
の
で
、
奥
の
山
ま
で
が
重
な
っ
て
見
え
る
と
い
う
理
屈
で
あ
る
。
霞
が
深
い
と
、
近
く
の
山
し

か
見
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　

朝
霞
薄
き
が
上
に
重
な
り
て

　
　
　

78　

引
き
す
て
け
ら
し
横
雲
の
空　
　
　
　
　
　
　

心
前

《
解 

釈
》
横
雲
が
た
な
び
く
春
の
朝
の
空
、
そ
れ
に
霞
が
薄
く
覆
い
重
な
っ
て
い
る
。
風
は
な
く
、

横
雲
は
棚
び
い
た
ま
ま
放
置
さ
れ
た
よ
う
に
、
動
か
な
い
。

※ 

先
の
付
合
で
は
、
重
な
る
の
は
山
々
。
こ
の
付
合
で
は
、
横
雲
に
霞
が
重
な
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　

引
き
す
て
け
ら
し
横
雲
の
空

　
　
　

79　

出
で
な
む
も
波
風
か
は
る
と
ま
り
船　
　
　
　

兼
如

《
解 

釈
》
停
泊
中
の
船
が
湊
を
出
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
波
風
の
様
子
が
怪
し
い
。
空
に
棚
び
い
て

い
た
横
雲
も
、
風
に
千
切
れ
て
捨
て
ら
れ
た
よ
う
に
、
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

※ 

「
捨
て
け
ら
し
」
の
意
味
が
、
先
の
付
合
と
は
変
わ
る
。
こ
の
付
合
で
は
「
捨
て
ら
れ
た
よ
う
に
、

ど
こ
か
に
消
え
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　

出
で
な
む
も
波
風
か
は
る
と
ま
り
船

　
　
　

80　

め
ぐ
る
時
雨
の
遠
き
浦
〳
　〵
　
　
　
　
　
　

昌
叱

《
解 

釈
》
停
泊
中
の
船
が
湊
を
出
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
波
風
の
様
子
が
怪
し
く
な
っ
た
。
時
雨
の

雲
が
、
遠
く
に
見
え
る
浦
々
を
通
過
し
て
ゆ
く
の
が
見
渡
さ
れ
る
。
あ
の
時
雨
が
通
り
過
ぎ
て

波
風
が
落
ち
着
く
ま
で
、
出
発
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

※
晩
秋
か
ら
初
冬
、
低
気
圧
に
伴
う
前
線
が
通
過
す
る
と
、
突
風
が
吹
き
、
海
は
時
化
る
。

　
　
　
　
　
　

め
ぐ
る
時
雨
の
遠
き
浦
〳
〵

　
　
　

81　

村
芦
の
葉
隠
れ
寒
き
入
日
影　
　
　
　
　
　
　

心
前

《
解 

釈
》
冬
の
海
辺
の
夕
暮
。
時
雨
の
雲
が
、
遠
く
の
浦
々
を
通
過
し
て
ゆ
く
の
が
見
渡
さ
れ
る
。
寒
々

と
し
た
日
が
、
群
生
す
る
枯
芦
の
葉
隠
れ
に
今
し
も
沈
み
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。

※ 

第
七
九
句
か
ら
水
辺
が
三
句
連
続
し
て
い
る
の
で
体
用
の
沙
汰
が
必
要
で
あ
る
が
、
第
八
一
句
の

「
芦
」
は
体
用
の
外
で
あ
る
の
で
、
問
題
は
生
じ
な
い
。

　
　
　
　
　
　

村
芦
の
葉
隠
れ
寒
き
入
日
影

　
　
　

82　

立
ち
さ
わ
ぎ
て
は
鴫
の
羽
が
き　
　
　
　
　
　

光
秀

《
解 

釈
》
寒
々
と
し
た
夕
日
が
、
群
生
す
る
枯
芦
の
葉
隠
れ
に
、
今
し
も
沈
み
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。

鴫
た
ち
の
羽
掻
き
の
音
が
騒
が
し
く
聞
こ
え
る
。

　
　
　
　
　
　

立
ち
さ
わ
ぎ
て
は
鴫
の
羽
が
き

　
　
　

83　

行
く
人
も
あ
ら
ぬ
田
の
面
の
秋
す
ぎ
て　
　
　

紹
巴

《
解 

釈
》
秋
の
収
穫
を
終
え
た
田
は
、
通
う
人
も
い
な
い
。
た
だ
、
鴫
た
ち
の
羽
掻
き
の
音
が
騒
が

し
く
聞
こ
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。

※ 

「
鴫
」
と
「
田
」
と
が
寄
合
。
「
風
を
い
た
み
刈
田
の
鴫
の
ふ
し
わ
び
て
霜
に
数
か
く
明
方
の
空
」

（
続
後
撰
・
八
‐
四
八
五
、
惟
明
親
王
）
な
ど
。

　
　
　
　
　
　

行
く
人
も
あ
ら
ぬ
田
の
面
の
秋
す
ぎ
て

　
　
　

84　

か
た
ぶ
く
ま
ゝ
の
苫
ぶ
き
の
露　
　
　
　
　
　

宥
源

《
解 

釈
》
秋
の
収
穫
を
終
え
た
田
は
、
通
う
人
も
い
な
い
。
田
を
守
る
た
め
の
苫
葺
き
の
仮
庵
も
、

柱
が
傾
い
た
ま
ま
顧
み
ら
れ
ず
に
露
に
濡
れ
て
い
る
。

※ 
「
田
」
と
「
苫
ぶ
き
」
と
が
寄
合
。
「
秋
の
田
の
仮
庵
の
庵
の
苫
を
あ
ら
み
我
が
衣
手
は
露
に
ぬ

れ
つ
ゝ
」
（
後
撰
・
六
‐
三
〇
二
、
天
智
天
皇
御
製
）
が
有
名
。

　
　
　
　
　
　

か
た
ぶ
く
ま
ゝ
の
苫
ぶ
き
の
露

　
　
　

85　

月
見
つ
ゝ
打
ち
も
や
明
か
す
麻
衣　
　
　
　
　

昌
叱

《
解 

釈
》
老
朽
化
し
て
傾
い
た
ま
ま
の
苫
葺
き
の
住
ま
い
、
あ
た
り
は
夜
露
に
満
ち
て
い
る
。
住
む

人
は
、
今
夜
、
月
を
眺
め
な
が
ら
、
明
け
る
ま
で
麻
衣
を
打
ち
続
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

※ 

「
か
た
ぶ
く
」
に
「
月
」
と
付
け
て
い
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
他
に
「
色
な
る
草
の
垣
ほ
か
た
ぶ
く
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／
月
や
ど
る
露
も
や
お
も
き
萩
が
枝
」（
称
名
院
追
善
千
句
・
第
五
「
山
何
」
五
四
／
五
五
）
な
ど
。

　
　
　
　
　
　

月
見
つ
ゝ
打
ち
も
や
明
か
す
麻
衣

　
　
　

86　

寝
も
せ
ぬ
袖
の
夜
半
の
や
す
ら
ひ　
　
　
　
　

行
祐

《
解 
釈
》
毎
夜
、
明
け
る
ま
で
寝
ず
に
打
ち
続
け
る
は
ず
の
砧
の
声
、
そ
れ
が
ふ
と
止
ん
だ
。
月
を

眺
め
な
が
ら
一
休
み
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

寝
も
せ
ぬ
袖
の
夜
半
の
や
す
ら
ひ

　
　
　

87　

し
づ
ま
ら
ば
更
け
て
来
む
と
の
契
り
に
て　
　

光
秀

《
解 

釈
》
「
夜
が
更
け
て
人
が
寝
静
ま
っ
た
ら
、
き
っ
と
訪
ね
て
行
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
朝
ま
で
語
り

明
か
し
ま
し
よ
う
」と
、
あ
の
人
は
約
束
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
ま
で
、
ま
だ
少
し
間
が
あ
り
そ
う
だ
。

一
休
み
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　

し
づ
ま
ら
ば
更
け
て
来
む
と
の
契
り
に
て

　
　
　

88　

あ
ま
た
の
門
を
中
の
か
よ
ひ
路　
　
　
　
　
　

兼
如

《
解 

釈
》
「
夜
が
更
け
て
人
が
寝
静
ま
っ
た
ら
、
必
ず
訪
ね
て
行
き
ま
す
」
と
、
あ
の
人
は
約
束
し
た

が
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
遅
く
な
る
の
か
。
気
の
多
い
あ
の
人
の
こ
と
だ
か
ら
、
多
分
、
何
人

か
の
女
の
人
の
家
を
訪
ね
て
か
ら
、
こ
こ
に
来
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

あ
ま
た
の
門
を
中
の
か
よ
ひ
路

　
　
　

89　

埋
み
つ
ゝ
竹
は
掛
樋
の
水
の
音　
　
　
　
　
　

紹
巴

《
解 

釈
》
地
下
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
竹
の
埋
み
樋
が
地
上
に
出
て
、
掛
け
樋
と
な
っ
て
流
れ
て
行
く

音
が
す
る
。
こ
の
水
は
、
幾
つ
か
の
家
の
門
の
地
下
を
潜
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。

※ 

先
の
付
合
は
、
多
情
な
男
の
こ
と
。
そ
れ
を
、
意
表
を
突
く
発
想
で
、
埋
み
樋
を
通
る
水
の
こ
と

に
し
て
、
句
境
を
大
胆
に
転
換
し
て
い
る
。
当
座
の
興
を
催
す
付
合
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
紹
巴
で

あ
る
。

※ 

「
通
ふ
」
に
「
掛
樋
」
と
付
け
て
い
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
他
に
「
通
は
ぬ
道
の
程
ぞ
知
ら
る
ゝ
／

末
こ
ほ
る
掛
樋
の
中
の
た
ま
り
水
」
（
聖
廟
千
句
・
第
六
「
何
船
」
七
二
／
七
三
）
な
ど
。

　
　
　
　
　
　

埋
み
つ
ゝ
竹
は
掛
樋
の
水
の
音

　
　
　

90　

石
間
の
苔
は
幾
重
な
る
ら
む　
　
　
　
　
　
　

心
前

《
解 

釈
》
地
下
の
竹
の
埋
み
樋
が
地
上
に
出
て
、
掛
樋
と
な
っ
て
流
れ
て
行
く
音
が
す
る
。
掛
樋
が
通
っ

て
行
く
岩
間
は
、
ど
れ
ほ
ど
深
く
苔
む
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

※ 

岩
間
は
日
当
た
り
が
悪
く
、
そ
こ
を
通
る
掛
樋
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
水
で
苔
が
よ
く
生
育
す
る
と

い
う
理
屈
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

石
間
の
苔
は
幾
重
な
る
ら
む

　
　
　

91　

瑞
垣
は
八
千
代
経
ぬ
べ
き
と
ば
か
り
に　
　
　

行
祐

《
解
釈
》
瑞
垣
で
囲
わ
れ
た
神
社
の
境
内
。
そ
こ
の
庭
の
立
石
は
、
こ
の
神
社
の
永
遠
を
示
す
が
ご

と
く
で
あ
る
。
そ
の
間
に
、
石
間
の
苔
は
、
ど
れ
ほ
ど
生
い
重
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

※
前
句
の
「
石
」
を
、
神
社
の
境
内
の
組
石
に
取
り
な
し
て
句
境
を
転
じ
た
付
合
で
あ
る
。

※ 

「
苔
」
と
「
八
千
代
」
と
が
寄
合
。
「
我
が
君
は
千
代
に
八
千
代
の
さ
ゞ
れ
石
の
巌
と
な
り
て
苔

の
む
す
ま
で
」
（
古
今
・
七
‐
三
四
三
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
。

　
　
　
　
　
　

瑞
垣
は
八
千
代
経
ぬ
べ
き
と
ば
か
り
に

　
　
　

92　

翁
さ
び
た
る
袖
の
白
木
綿　
　
　
　
　
　
　
　

昌
叱

《
解 

釈
》
瑞
垣
に
囲
わ
れ
た
神
社
の
境
内
、
い
か
に
も
高
齢
の
祢
宜
が
、
白
木
綿
を
手
に
執
り
、
「
千

代
に
八
千
代
に
」
と
、
世
を
祈
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

翁
さ
び
た
る
袖
の
白
木
綿

　
　
　

93　

明
く
る
ま
で
霜
夜
の
神
楽
さ
や
か
に
て　
　
　

兼
如

《
解 

釈
》
冬
の
霜
夜
、
神
社
の
境
内
で
は
、
い
か
に
も
高
齢
の
祢
宜
が
白
木
綿
を
手
に
と
り
舞
っ
て

い
る
。
今
夜
は
、
夜
が
明
け
る
ま
で
、
さ
や
か
に
神
楽
が
執
り
行
わ
れ
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　

明
く
る
ま
で
霜
夜
の
神
楽
さ
や
か
に
て

　
　
　

94　

と
り
〴
〵
に
し
も
う
た
ふ
声
そ
ふ　
　
　
　
　

紹
巴

《
解 

釈
》
今
夜
は
、
夜
が
明
け
る
ま
で
、
さ
や
か
に
神
楽
が
執
り
行
わ
れ
る
の
だ
。
舞
手
は
、
曲
ご

と
に
と
り
ど
り
の
採
り
物
を
も
ち
、
器
楽
に
あ
わ
せ
て
謡
う
。

※ 

第
九
一
句
か
ら
「
神
祇
」
が
制
限
一
杯
の
三
句
続
け
ら
れ
て
お
り
、
付
句
の
非
常
に
難
し
い
所
で

あ
る
が
、
「
と
り
〴
〵
に
し
も
う
た
ふ
」
と
い
う
こ
と
で
、
神
楽
の
採
り
物
を
暗
示
し
、
表
面
的

に
は
「
神
祇
」
の
語
を
用
い
ず
う
ま
く
付
け
お
お
せ
て
い
る
。
見
事
と
言
え
る
ほ
ど
の
巧
妙
な
テ

ク
ニ
ッ
ク
で
あ
り
、
や
は
り
紹
巴
の
芸
で
あ
る
。

※ 

「
神
楽
」と
「
う
た
ふ
」と
が
寄
合
。「
更
け
ぬ
る
か
真
弓
槻
弓
お
し
返
し
う
た
ふ
神
楽
の
本
末
の
声
」

（
続
千
載
・
九
‐
九
二
〇
、
前
大
納
言
為
世
）
な
ど
。
た
だ
し
「
神
楽
」
に
「
う
た
ふ
」
と
付
け

る
の
は
用
付
で
、
当
時
の
連
歌
で
は
嫌
わ
れ
る
は
ず
だ
が
、
付
合
の
難
し
い
所
な
の
で
、
そ
ん
な

細
か
な
こ
と
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

と
り
〴
〵
に
し
も
う
た
ふ
声
そ
ふ

　
　
　

95　

は
る
〴
〵
と
里
の
ま
へ
田
を
う
ゑ
渡
し　
　
　

宥
源

《
解 

釈
》
早
乙
女
た
ち
は
、
銘
々
に
早
苗
を
手
に
取
り
、
田
植
歌
を
う
た
い
な
が
ら
、
里
の
前
か
ら

続
く
田
を
、
ず
っ
と
植
え
わ
た
し
て
行
く
。

※ 

「
と
り
〴
〵
」
は
、
先
の
付
合
で
は
神
楽
の
採
り
物
の
こ
と
。
そ
れ
を
、
早
乙
女
た
ち
の
早
苗
に

取
り
な
し
て
、
句
境
を
鮮
や
か
に
転
じ
た
好
付
合
で
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
だ
が
、
「
と
り

〴
〵
」
に
「
は
る
〴
〵
」
と
口
調
を
対
応
さ
せ
て
い
る
所
が
ミ
ソ
。

　
　
　
　
　
　

は
る
〴
〵
と
里
の
ま
へ
田
を
う
ゑ
渡
し

　
　
　

96　

縄
手
の
ゆ
く
へ
た
ゞ
路
と
は
知
れ　
　
　
　
　

光
秀

《
解 

釈
》
里
の
前
か
ら
続
く
田
を
、
ず
っ
と
植
え
わ
た
し
て
行
く
。
田
と
田
の
間
の
道
は
真
っ
直
ぐ

遥
か
に
延
び
て
い
る
。

※ 

「
縄
手
」
は
「
田
の
間
の
道
、
あ
ぜ
道
」
（
岩
波
古
語
辞
典
）
。
連
歌
に
は
珍
し
い
語
で
あ
る
が

「
苗
代
水
の
引
板
の
寂
し
さ
／
草
し
げ
き
小
家
の
縄
手
雨
す
ぎ
て
」
（
伊
勢
千
句
・
第
四
「
薄
何
」

四
四
／
四
五
）
な
ど
の
例
が
存
在
す
る
。
「
田
」
の
寄
合
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

『愛宕百韻』の注解と再検討 31
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縄
手
の
ゆ
く
へ
た
ゞ
路
と
は
知
れ

　
　
　

97　

勇
む
れ
ば
勇
む
る
ま
ゝ
の
馬
の
上　
　
　
　
　

昌
叱

《
解 
釈
》
縄
手
道
は
ど
こ
ま
で
も
真
っ
直
ぐ
に
続
い
て
い
る
。
馬
上
の
武
士
が
勇
み
立
て
ば
、
馬
も

そ
れ
に
応
じ
て
、
勇
ん
で
そ
の
道
を
駆
け
て
行
く
。

※ 

近
日
中
に
西
国
に
出
陣
す
る
光
秀
を
激
励
す
る
挨
拶
の
句
。
勿
論
そ
れ
は
、
同
座
の
連
衆
に
共
有

さ
れ
て
い
る
思
い
で
あ
る
。
挙
句
近
く
に
な
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
張
行
の
目
的
に
適
っ
た
句
が
ス

ム
ー
ズ
に
出
て
き
た
の
は
、
幸
先
の
よ
い
こ
と
と
し
て
、
一
座
に
喜
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

勇
む
れ
ば
勇
む
る
ま
ゝ
の
馬
の
上

　
　
　

98　

う
ち
笑
み
つ
ゝ
も
つ
る
ゝ
伴
ひ　
　
　
　
　
　

行
祐

《
解 

釈
》
二
騎
の
武
者
が
、
勇
み
た
っ
て
馬
を
走
ら
せ
て
い
る
。
ど
ち
ら
が
先
陣
を
す
る
か
、
互
い

に
に
っ
こ
り
微
笑
ん
で
、
相
手
を
確
認
し
て
い
る
。

※ 

前
の
付
句
で
、
張
行
目
的
に
適
っ
た
好
句
が
出
て
盛
り
上
が
っ
た
所
に
、
さ
ら
に
、
た
た
み
か
け

る
よ
う
に
、軍
記
絵
巻
に
出
て
き
そ
う
な
戦
場
に
向
か
う
武
士
の
「
カ
ッ
コ
よ
い
」
姿
を
出
し
て
、

座
を
盛
り
上
げ
る
。
宗
匠
で
あ
る
紹
巴
の
見
事
な
座
の
捌
き
を
思
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

う
ち
笑
み
つ
ゝ
も
つ
る
ゝ
伴
ひ

　
　
　

99　

色
も
香
も
酔
を
す
ゝ
む
る
花
の
下　
　
　
　
　

心
前

《
解 

釈
》
色
も
香
も
満
開
の
花
の
下
、
人
々
は
、
太
平
の
春
を
寿
ぎ
つ
つ
、
楽
し
く
微
笑
み
な
が
ら

酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い
る
。
興
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　

色
も
香
も
酔
を
す
ゝ
む
る
花
の
下

　
　
　

00　

国
〴
〵
は
猶
の
ど
か
な
る
時　
　
　
　
　
　
　

光
慶

《
解 

釈
》
色
も
香
も
満
開
の
花
の
下
、
人
々
は
楽
し
く
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い
る
。
天
の
下
の
国
々
は
、

更
に
、
太
平
の
世
の
の
ど
か
な
春
を
享
受
す
る
の
だ
。

※ 

「
国
〴
〵
」
は
多
分
、
発
句
の
「
天
が
下
」
に
対
応
し
て
選
ば
れ
た
語
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
句
末

の
「
時
」
は
、
発
句
の
「
時
は
今
」
の
「
時
」
と
、
意
図
的
に
重
ね
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
慶
賀

の
気
分
で
一
座
を
終
え
る
の
が
挙
句
の
作
法
。
そ
の
作
法
ど
お
り
の
句
で
あ
る
。

※ 

作
者
・
光
慶
は
光
秀
の
嫡
子
・
明
智
十
五
郎
（
異
説
あ
り
）
。
当
時
十
四
歳
く
ら
い
と
伝
え
ら
れ
る
。

本
能
寺
変
後
の
一
連
の
戦
い
の
中
で
戦
死
か
。
出
句
は
こ
の
一
句
の
み
。
『
林
鐘
談
』
に
拠
れ
ば

紹
巴
の
代
作
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
真
偽
不
明
。
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季 七 恋 旅 述 植 動 山 水 居 降 聳 光 神 釈 人 名 衣 時 夜 風 聞

初　

表

01 ときはいま あめかしたなる さつきかな 夏 □ □

02 みなかみまさる にはのなつやま 夏 山 水 居

03 はなおつる いけのなかれを せきとめて 春 木 水

04 かせにかすみを ふきおくるくれ 春 聳 夕 風

05 はるもなほ かねのひひきや さえぬらむ 春 夜 聞

06 かたしくそては ありあけのしも 冬 降 光 衣 夜

07 うらかれに なりぬるくさの まくらして 秋 枕 旅 □ 夜

08 ききなれにたる のへのまつむし 秋 虫

初　

裏

09 あきはたた すすしきかたに ゆきかへり 秋

10 をのへのあさけ ゆふくれのそら 山 ×

11 たちつつく まつのこすゑや ふかからむ 松 木

12 なみのまかひの いりうみのさと 水 居

13 こきかへる あまのをふねの あととほみ 船 水 人

14 へたたりぬるも ともちとりなく 冬 鳥 水

15 しはしたた あらしのおとも しつまりて 風 聞

16 たたよふくもは いつちなるらむ 聳

17 つきはあき あきはもなかの よはのそら 秋 月 光 夜

18 それとはかりの こゑほのかなり 秋 □ 聞

19 たたくとの こたへほとふる そてのつゆ 秋 恋 居 降 衣

20 われよりさきに たれちきるらむ 恋 人

21 いとけなき けはひならぬは ねたまれて 恋

22 といひかくいひ そむくくるしさ 恋

二　

表

23 たひたひの あたのなさけは なにかせむ 恋

24 たのみかたきは なほのちのおや 人

25 はつせちや おもはぬかたに いさなはれ 名

26 ふかくたつぬる やまほとときす 夏 鳥 山

27 たにのとに くさのいほりを しめおきて × 山 居

28 たききもみつも たえやらぬかけ 水

29 まつかえの くちそひにたる いはつたひ 松 木

30 あらためかこふ かきのふるてら □ 釈

31 かすかのや あたりもひろき みちにして 名

32 うらめつらしき ころもてのつき 秋 衣月 光 衣 夜

33 くすのはの みたるるつゆや たまならむ 秋 草 降

34 たわわになひく いとはきのいろ 秋 草

35 あきかせも しらぬゆふへや ぬるこてふ 秋 虫 夕 風

36 みきりもふかく きりをこめたる 秋 □ □ 聳

二　

裏

37 むらたけの あはゆきなから かたよりて 冬 竹 竹 降

38 いはねをひたす なみのうすらひ 冬 水

39 をしかもや おりゐてはねを かはすらむ 冬 鳥 水

40 みたれふしたる あやめすかはら 夏 草 水

41 やまかせの ふきそふおとは たえやらて 山 風 聞

42 とちはてにける すまひさひしも □

43 とふひとも くれぬるままに たちかへり 人 夕

44 こころのうちに あふやうらなひ 恋

45 はかなきを たのみかけたる ゆめかたり 夢 恋 夜

46 おもひになかき よはあかしかた 秋 旅 水 名 夜

47 ふねはたた つきにそうかふ なみのうへ 秋 船月 水 光 夜

48 ところところに ちるやなきかけ 秋 木

49 あきのいろを はなのはるまて うつしきて 春 木

50 やまはみなせの かすみたつくれ 春 山 聳 名 夕

「愛宕百韻」去嫌一覧（Ⅰ）
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「愛宕百韻」去嫌一覧（Ⅱ）

季 七 恋 旅 述 植 動 山 水 居 降 聳 光 神 釈 人 名 衣 時 夜 風 聞

三　

表

51 したとくる ゆきのしつくの おとすなり 春 降 聞

52 なほもをりたく しはのやのうち × 居

53 しをれしを かさねわひたる さよころも 衣 恋 衣 夜

54 おもひなれぬる つまもへたたる 恋 人

55 あさからぬ ふみのかすかす つもるらし 恋

56 とけるものりは ききうるにこそ 釈

57 かしこきは ときをまちつつ いつるよに

58 こころありける つりのいとなみ 水

59 ゆくゆくも はまへつたひの きりはれて 秋 水 □ 聳

60 ひとすちしろし つきのかはみつ 秋 月 水 光 夜

61 もみちはを わくるたつたの みねおろし 秋 木 山 名 風

62 ゆふへさひしき さをしかのこゑ 秋 獣 夕 聞

63 さととほき いほもあはれに すみなれて 居

64 すてしうきみも たのみこそあれ 述 人

三　

裏

65 みとりこの おひたつすゑを おもひやり 人

66 なほなかかれの いのちならすや

67 ちきりたた かけつつくめる さかつきに

68 わかれてこそは あふさかのせき 旅 山 名

69 たひなるを けふはあすはの かみもしれ 旅 神

70 ひとりなかむる あさちふのつき 秋 月 草 □ 光 人 夜

71 ここかしこ なかるるみつの ひややかに 秋 水

72 あきのほたるや くれいそくらむ 秋 虫 夕

73 むらさめの あとよりもなほ きりふりて 秋 降 聳

74 つゆはらひつつ ひとのかへるさ 秋 降 人

75 やととする こかけもはなの ちりつくし 春 木 ×

76 やまよりやまに うつるうくひす 春 鳥 山

77 あさかすみ うすきかうへに かさなりて 春 聳 朝

78 ひきすてけらし よこくものそら 聳 夜

名　

表

79 いてなむも なみかせかはる とまりふね 船 旅 水 風

80 めくるしくれの とほきうらうら 冬 水 降

81 むらあしの はかくれさむき いりひかけ 冬 草 水 光 ▽

82 たちさわきては しきのはねかき 秋 鳥

83 ゆくひとも あらぬたのもの あきすきて 秋 田 人

84 かたふくままの とまふきのつゆ 秋 × □ 降

85 つきみつつ うちもやあかす あさころも 秋 月衣 光 衣 夜

86 ねもせぬそての よはのやすらひ 恋 衣 夜

87 しつまらは ふけてこむとの ちきりにて 恋 夜

88 あまたのかとを なかのかよひち 恋 居

89 うつみつる たけはかけひの みつのおと × 水 聞

90 いしまのこけは いくへなるらむ 草

91 みつかきは やちよへぬへき とはかりに □ 神

92 おきなさひたる そてのしらゆふ 神 人 衣

名　

裏

93 あくるまて しもよのかくら さやかにて 冬 降 神 △ 夜

94 とりとりにしも うたふこゑそふ 聞

95 はるはると さとのまへたを うゑわたし 夏 田 居

96 なはてのゆくへ たたちとはしれ

97 いさむれは いさむるままの うまのうへ 獣

98 うちゑみつつも つるるともなひ

99 いろもかも ゑひをすすむる はなのもと 春 木

00 くにくにはなほ のとかなるとき 春
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